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ファームウェアバージョンアップによる
変更内容（C:2.00）
ファームウェアバージョン（C:2.00）による
機能の追加・変更について

Z f「活用ガイド」の内容は、ファームウェアのバージョンが C:1.xxであることを前提に説明していま
す。お使いのカメラのファームウェアが C:2.00の場合、この章の内容が追加または変更されています。
合わせてお読みください。

ファームウェアバージョンについて
カメラのファームウェアバージョン確認およびバージョンアップは、セットアップメニュー［ファー
ムウェアバージョン］で行えます。

カメラのファームウェアをバージョンアップするには、パソコンをお使いになる方法とスマートフ
ォンをお使いになる方法があります。
パソコンをお使いの場合：ニコンダウンロードセンターで新しいバージョンのファームウェアが
あるか確認できます。バージョンアップの手順については、ファームウェアのダウンロードペー
ジをご覧ください。
https://downloadcenter.nikonimglib.com/
スマートフォンをお使いの場合：SnapBridgeアプリでカメラとスマートフォンをペアリング済み
の場合、カメラの新しいファームウェアがあるとアプリにお知らせが表示され、スマートフォン
経由でファームウェアをカメラ内のメモリーカードに転送できます。バージョンアップの手順に
ついては、SnapBridgeアプリのヘルプをご覧ください。お知らせが表示されるタイミングは、ニ
コンダウンロードセンターで公開されるタイミングと異なる場合があります。

6 ファームウェアバージョン（C:2.00）による機能の
追加・変更について

https://downloadcenter.nikonimglib.com/


ファームウェア（C:2.00）による変更点一覧
カメラのファームウェアを C:2.00にバージョンアップすると、次の機能に変更があります。詳しくは
各参照先をご覧ください。

静止画撮影関連
オートブラケティング撮影時のステップ幅追加（0 9）
優先してフォーカスを合わせる被写体として［鳥］が追加（0 10）
クラウドピクチャーコントロールとフレキシブルカラーに対応（0 11）
静止画撮影メニュー［副スロットの機能］で JPEG+JPEG分割記録時にサイズ Lを追加（0 13）

動画撮影関連
優先してフォーカスを合わせる被写体として［鳥］が追加（0 10）
クラウドピクチャーコントロールとフレキシブルカラーに対応（0 11）
N-Log動画撮影時の ISO感度に低感度が追加（0 14）
動画撮影機能にハイレゾズーム機能が追加（0 15）
カスタムメニュー g15［輝度情報の種類］に輝度情報の表示をカスタマイズする機能が追加
（0 17）
外部レコーダーに記録する動画のファイル名にカメラでのファイル名を含める機能が追加（0 18）

再生関連
再生時の iメニュー［画像編集］に［画像編集機能のカスタマイズ］が追加（0 19）
再生メニュー［グループ再生の設定］に［自動連続再生の設定］が追加（0 20）
再生メニューに［縦横位置情報の記録］が追加（0 21）

7 ファームウェア（C:2.00）による変更点一覧



操作関連
ISO感度ダイヤルが Cの場合と ISO 100～64000の場合で感度自動制御を個別に設定可能（0 22）
カスタムメニュー a10［フォーカスポイント表示］に［フォーカスポイントの太さ］が追加
（0 23）
カスタムメニュー b3として［ISO感度簡易設定］が追加（0 24）
カスタムメニュー d5に［露出ディレーモード］が追加（0 25）
カスタムメニュー d18 と g16 として［半押し拡大解除（MF）］が追加（0 26）
カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機能追加
（0 27）
カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再生）］に機能追加（0 32）
カスタムメニュー f4［タッチ Fn］使用時のフォーカスポイント移動機能が変更（0 36）
カスタムメニュー f11として［ズームリング操作（PZレンズ）］が追加（0 37）
カスタムメニュー f12と g8の［パワーズームのボタン操作（PZレンズ）］の名称と機能が変更
（0 38）
セットアップメニュー［レンズ情報手動設定］の機能変更（0 39）
IPTCプリセットの「Category」で登録可能な文字数の変更（0 40）

表示関連
撮影画面の表示が最大 400%まで拡大可能（0 41）
マニュアルフォーカス撮影時に表示されるフォーカス距離指標に距離表示機能が追加（0 42）
［ファインダー表示サイズ］が動画モードにも対応（0 43）

ネットワーク関連
Nikon Imaging Cloudに対応（0 44）
ネットワークメニューに［Nikon Imaging Cloud］が追加（0 47）
ネットワークメニュー［FTP サーバーと接続］の機能追加（0 57）
リモートグリップMC-N10と AirGluアクセサリーの併用が可能（0 58）

D カスタムメニューの番号について
バージョンアップによるメニューの追加および入れ替えがあるため、一部のカスタムメニューは番号
が変更されています。本書では変更後の番号で記載しています。

8 ファームウェア（C:2.00）による変更点一覧



静止画撮影メニュー［オートブラケティング］>［オートブラケテ
ィングのセット］を［AE・フラッシュブラケティング］、［AEブラ
ケティング］、または［フラッシュブラケティング］に設定してい
る場合に、選べる補正ステップ数が増えました。

補正ステップに 1.3、1.7、2.3、2.7が追加されました。
補正ステップを 2.0よりも大きい値に設定した場合、撮影コマ数
は最大 5枚です。

オートブラケティング撮影時のステップ幅追
加

ヒント：インターバルタイマー撮影時の AEブラケティングについて
静止画撮影メニュー［インターバルタイマー撮影］>［オプション］>［AEブラケティング］>［補正
ステップ］でも補正ステップが追加されています。

9 オートブラケティング撮影時のステップ幅追加



静止画撮影メニューまたは動画撮影メニュー［AF/MFの被写体検出
設定］でピント合わせ時に優先してフォーカスを合わせる被写体と
して［鳥］が追加されました。

動画撮影メニューの場合、［AF/MFの被写体検出設定］>［被写
体検出］で設定します。静止画モードと動画モードでそれぞれ異
なる被写体を設定できます。

［鳥］に設定した場合、カメラが鳥の顔を検出すると顔にフォー
カスポイントが表示されます。瞳を検出できるときは、左右どち
らかの瞳にフォーカスポイントが表示されます。顔または瞳が検
出できなかった場合、鳥の全身を検出してフォーカスポイントが
表示されます。

優先してフォーカスを合わせる被写体として
［鳥］が追加

D 鳥 AFについてのご注意
次のような場合は、正常に検出できないことがありますので、ご注意ください。
顔が画面に対して大きい/小さい場合
顔が明るすぎる/暗すぎる場合
羽毛などで目や顔が隠れている場合
瞳と周辺部位の色が近い場合
鳥の動きが大きすぎる場合

鳥以外でも、類似した動物や物体に枠が表示されることがあります。鳥以外の検出が目立つ場合、
AFエリアモードをより狭い設定に変更すると改善されることがあります。
蛍光灯や水銀灯などの光源下では、静止画撮影時にちらつき（フリッカー現象）が通常よりも発生
しやすくなります。
静止画撮影メニュー［静止画フリッカー低減］を［ON］にするとフリッカー現象の影響を低減
できます。
フリッカー現象が発生していない場合は静止画撮影メニュー［静止画フリッカー低減］を［OFF］
にしておくことをおすすめします。

AF補助光が鳥の瞳に悪影響をおよぼす可能性があるため、カスタムメニュー a11［内蔵 AF補助光
の照射設定］を［OFF］に設定してください。

10 優先してフォーカスを合わせる被写体として［鳥］
が追加

-
-
-
-
-

-

-



クラウドサービス Nikon Imaging Cloudでピクチャーコントロール
をあらかじめカメラに送信しておくと、カメラの静止画撮影メニュ
ーまたは動画撮影メニューいずれかの［ピクチャーコントロール］
>［クラウドピクチャーコントロールを登録］でカメラにダウンロ
ードして読み込めます。読み込んだピクチャーコントロールを静止
画撮影メニューまたは動画撮影メニューの［カスタムピクチャーコ
ントロール］で選んで登録すると、設定の調整が可能になります。

カメラに登録していないピクチャーコントロールが
Nikon Imaging Cloudにある場合、カメラの静止画撮影メニュー
および動画撮影メニューのタブアイコンと［ピクチャーコントロ
ール］に通知マークが表示されます。

クラウドピクチャーコントロールとフレキシ
ブルカラーに対応
ピクチャーコントロールの機能として、クラウドピクチャーコントロール機能とフレキシブルカラー
機能に対応しました。

クラウドピクチャーコントロールについて
クラウドサービス Nikon Imaging Cloud が提供するピクチャーコントロールをカメラにダウンロード
して読み込むと、ピクチャーコントロールとして使用できます。

Nikon Imaging Cloud

クラウドサービス Nikon Imaging Cloud については「Nikon Imaging Cloudに対応」（0 44）をご
覧ください。

11 クラウドピクチャーコントロールとフレキシブル
カラーに対応



ピクチャーコントロールをダウンロードして読み込むには、カメラと Nikon Imaging CloudをWi-Fi
接続している必要があります。カメラのネットワークメニュー［Nikon Imaging Cloud］>
［Nikon Imaging Cloudと接続］を［ON］にして、Nikon Imaging Cloudの接続設定をオンにして
ください。
Nikon Imaging Cloudでカメラにピクチャーコントロールを送信する方法、および接続設定をオン
にする方法については、Nikon Imaging Cloudのヘルプをご覧ください。

フレキシブルカラーについて
パソコン用のソフトウェア NX Studioで調整できるピクチャーコントロールです。カラーブレンダー
やカラーグレーディングなどを使用して多彩な調整を行えます。調整したピクチャーコントロールを
メモリーカードに書き出すと、カメラに読み込んでカスタムピクチャーコントロールとして使用でき
ます。

NX Studioでのピクチャーコントロール［フレキシブルカラー］の調整方法やカスタムピクチャー
コントロールとしてメモリーカードに書き出す方法などは、NX Studioのヘルプをご覧ください。
メモリーカードに書き出されたカスタムピクチャーコントロールは、カメラの静止画撮影メニュー
または動画撮影メニューの［カスタムピクチャーコントロール］でカメラに読み込めます。
カメラに読み込んだ［フレキシブルカラー］を元にしたカスタムピクチャーコントロールは、カメ
ラでは調整や名称の変更は行えません。

12 クラウドピクチャーコントロールとフレキシブル
カラーに対応



静止画撮影メニュー［副スロットの機能］で［JPEG+JPEG分割記
録］を選んだ場合のスロット 2に記録する画像サイズに、［サイズ
L］が追加されました。画像サイズは［JPEG+JPEG分割記録］を選
んで2を押すと設定できます。

静止画撮影メニュー［副スロットの機能］で
JPEG+JPEG分割記録時にサイズ Lを追加

13 静止画撮影メニュー［副スロットの機能］で
JPEG+JPEG分割記録時にサイズ Lを追加



N-Log動画撮影時の ISO感度に低感度が追
加
動画の階調モードを［N-Log］に設定している場合に、動画撮影メニュー［ISO感度設定］>［Mモー
ド時の ISO感度］で設定できる ISO感度に低感度（Lo 0.3～Lo 2.0）が追加されました。ISO 800から
約 0.3段（ISO 640相当）～約 2段（ISO 200相当）の範囲での減感ができます。

D ISO感度を低感度にした場合のご注意
低感度で撮影した動画は、ハイライトの情報が減少するため最大出力レベルが低下します。ゼブラ表
示をする場合、カスタムメニュー g12［ゼブラ表示］>［高輝度検出の範囲］の設定を低めに設定して
ください。Lo 1.0までの場合は［230］、Lo 2.0の場合は［200］程度に設定することをおすすめしま
す。

14 N-Log動画撮影時の ISO感度に低感度が追加



ハイレゾズームが有効な場合、画面にHアイコンが表示されま
す。
ズーム操作中は拡大率を示すバーが表示され、現在の倍率を確認
できます。ズーミングは 2.0倍まで行えます。

ハイレゾズームの速度は、カスタムメニュー g7 として追加された
［ハイレゾズーム速度］で設定できます。

動画撮影機能にハイレゾズーム機能が追加
動画の撮影機能としてハイレゾズーム機能が追加されました。動画撮影メニューに追加された［ハイ
レゾズーム］を［ON］に設定すると、ズームレンズを使用しなくても画質の劣化なくズーミングを行
えます。

ハイレゾズームは次の条件を全て満たす動画で行えます。
動画撮影メニュー［撮像範囲］>［撮像範囲設定］が［FX］
動画撮影メニュー［画像サイズ/フレームレート］が［1920×1080 30p］、［1920×1080 25p］、
［1920×1080 24p］

ハイレゾズームでズーミングを行う
動画撮影メニュー［ハイレゾズーム］を［ON］にしてマルチセレクターの42を押すとハイレゾズ
ームでズーミングを行えます。

ハイレゾズームの速度を設定する

D ハイレゾズームについてのご注意
AFエリアモードは［ワイドエリア AF（L）］に固定されます。フォーカスポイントは表示されませ
ん。
動画撮影メニュー［電子手ブレ補正］は［OFF］に固定されます。

15 動画撮影機能にハイレゾズーム機能が追加

-
-



ヒント：レンズの Fnリングまたはコントロールリングでハイレゾズームを行う
カスタムメニュー g2［カスタムボタンの機能］で［レンズの Fnリング（右回し）］に［ハイレゾズー
ム（望遠側）］、［レンズの Fnリング（左回し）］に［ハイレゾズーム（広角側）］、［レンズのコントロ
ールリング］に［ハイレゾズーム］を割り当てられます。
［レンズの Fnリング（右回し）］、［レンズの Fnリング（左回し）］に割り当てている場合、カスタ
ムメニュー g7［ハイレゾズーム速度］でハイレゾズームの速度を設定できます。
［レンズのコントロールリング］に割り当てている場合、カスタムメニュー f13［コントロールリン
グの感度］で感度を設定できます。
カスタムメニュー f14［フォーカス/コントロールリング入れ換え］に対応したレンズを装着して
［ON］に設定した場合、コントロールリングの代わりにフォーカスリングでハイレゾズームを行え
ます。

ヒント：iメニュー項目への追加
カスタムメニュー g1［iメニューのカスタマイズ］で iメニューに割り当てられる機能として、［ハ
イレゾズーム］が追加されています。ハイレゾズーム機能の［ON］または［OFF］の切り換えと、ハ
イレゾズームの速度を設定できます。

16 動画撮影機能にハイレゾズーム機能が追加



動画モード時の撮影画面に表示するヒストグラムまたはウェーブ
フォームモニターのサイズ、透明度、表示位置を変更できるように
なりました。輝度情報として［ヒストグラム］または［ウェーブフ
ォームモニター］を選び、マルチセレクターの2を押すと、表示内
容を変更できます。

カスタムメニュー g15［輝度情報の種類］に
輝度情報の表示をカスタマイズする機能が追
加

項目 内容

［大きさ］ ヒストグラムまたはウェーブフォームモニターの表示サイズを［大きめ］または［標
準］から選べます。

［透明度］ ヒストグラムまたはウェーブフォームモニターの透明度を［1（透明度 小）］、［2］、
［3（透明度 大）］ から選べます。

［表示位置］ ヒストグラムまたはウェーブフォームモニターが表示される位置を［右上］、［右下］、
［左上］、［左下］から選べます。

17 カスタムメニュー g15［輝度情報の種類］に輝度
情報の表示をカスタマイズする機能が追加



外部レコーダーに記録する動画のファイル名
にカメラでのファイル名を含める機能が追加

Atomos社の外部レコーダーを接続してカメラのメモリーカードと外部レコーダーの両方に動画を記
録する場合に、外部レコーダーに記録するファイル名の一部にカメラのメモリーカードに記録する動
画のファイル名が入るようになりました。両方の動画ファイルに共通の文字列が入ることで、動画編
集時にファイルの紐づけがしやすくなります。

カメラにメモリーカードが挿入され、動画撮影メニュー［外部記録制御（HDMI）］が［ON］に設
定されている状態で動画記録を開始すると、カードに記録される動画のファイル名が外部レコーダ
ーに送信されます。
拡張子は外部レコーダーに送信されません。
ファイル名の送信に対応している Atomos社の外部レコーダーは次の通りです（2024年 3月現在）。

Ninja（2023年発売モデル）
Ninja Ultra
Ninja V
Ninja V+
Shogun（2023年発売モデル）
Shogun Ultra
Shogun Connect

製品によっては販売が終了している場合があります。対応製品の詳細は Atomos社にお問い合わ
せください。
製品によっては ATOMOS OSのアップグレードや、レコーダーの有償アクティベーションが必要
となる場合があります。詳細は Atomos社にお問い合わせください。
外部レコーダーの設定方法や記録されるファイル名の詳細については、外部レコーダーの説明書
などでご確認ください。

18 外部レコーダーに記録する動画のファイル名にカ
メラでのファイル名を含める機能が追加

-
-
-
-
-
-
-

※

※

※



再生時の iメニュー［画像編集］に［画像編集機能のカスタマイ
ズ］が追加されました。［画像編集］に表示する画像編集項目を設
定できます。
項目を選んでマルチセレクターの2を押すと、オンMとオフ U

を切り換えられます。チェックボックスをオンMにした項目の
み、［画像編集］に表示されます。
Jボタンを押すと、設定を完了します。

再生時の iメニュー［画像編集］に［画像編
集機能のカスタマイズ］が追加

19 再生時の iメニュー［画像編集］に［画像編集機
能のカスタマイズ］が追加



再生メニュー［グループ再生の設定］に［自動連続再生の設定］が
追加されました。［自動連続再生］を［ON］に設定しているとき
の、連続撮影グループの再生方法を設定できます。

再生メニュー［グループ再生の設定］に［自
動連続再生の設定］が追加

項目 内容

［ループ再生］ ［ON］に設定すると、表示している連続撮影グループを繰り返し再生
します。

［再生開始までの待機時間］
連続撮影グループ先頭の画像を表示してから、自動連続再生を開始す
るまでの時間を［通常］、［長い］、［短い］、［すぐに再生］から選べま
す。

［自動連続再生の速度］

自動連続再生の再生速度を設定できます。
［5コマ/秒］、［15コマ/秒］、［30コマ/秒］：設定した速度で再生し
ます。
［現在のレリーズモードに連動する］：現在設定しているレリーズモ
ードによって再生速度が変更されます。

1コマ撮影、セルフタイマー撮影：約 3コマ/秒
低速連続撮影：約 5コマ/秒
高速連続撮影、高速連続撮影（拡張）：約 10コマ/秒
［C30］：約 30コマ/秒

20 再生メニュー［グループ再生の設定］に［自動連
続再生の設定］が追加

-
-
-
-



［ON］に設定すると、撮影時のカメラの縦横位置情報が画像に記
録されます。カメラやパソコンで再生するときに、記録した縦横
位置情報を利用して画像が自動的に回転表示されます。

［OFF］に設定すると、画像に縦横位置情報は記録されません。そ
のため、再生時に画像は自動回転されず、常に横位置で表示され
ます。

再生メニューに［縦横位置情報の記録］が追
加
再生メニューに［縦横位置情報の記録］が追加されました。

D 縦横位置情報記録についてのご注意
カメラを上向きまたは下向きにして撮影したり流し撮りすると、縦横位置情報が正しく得られない場
合があります。

D 再生メニュー［画像の自動回転］について
［画像の自動回転］を［OFF］に設定している場合、［縦横位置情報の記録］の［ON］/［OFF］にか
かわらず画像をカメラで再生するときは、常に横位置で表示されます。
［画像の自動回転］を［ON］に設定していても、［縦横位置情報の記録］が［OFF］の場合、再生時
に画像は自動回転されずに、常に横位置で表示されます。

21 再生メニューに［縦横位置情報の記録］が追加



静止画撮影メニュー［ISO感度設定］>［感度自動制御］の設定を、
ISO感度ダイヤルを Cに合わせた場合と ISO 100～64000に合わせ
た場合で個別に設定できるようになりました。

［感度自動制御］は撮影モード P、S、A、Mの場合に設定できま
す。
たとえば［感度自動制御］の設定を、ISO感度ダイヤルを Cに合
わせた場合は［ON］、ISO 100～64000の場合は［OFF］にして
おけば、ISO感度ダイヤルを Cに合わせるだけで感度自動制御機
能を使用することができます。

ISO感度ダイヤルが Cの場合と ISO 100～
64000の場合で感度自動制御を個別に設定可
能

22 ISO感度ダイヤルが Cの場合と ISO 100～64000
の場合で感度自動制御を個別に設定可能



カスタムメニュー a10［フォーカスポイント
表示］に［フォーカスポイントの太さ］が追
加
カスタムメニュー a10［フォーカスポイント表示］に［フォーカスポイントの太さ］が追加されまし
た。フォーカスポイントの枠線の太さを［1］～［3］の 3段階から選べます。

23 カスタムメニュー a10［フォーカスポイント表示］
に［フォーカスポイントの太さ］が追加



カスタムメニュー b3として［ISO感度簡易設
定］が追加
カスタムメニュー b3として［ISO感度簡易設定］が追加されました。［ON］に設定すると、静止画モ
ードで ISO感度ダイヤルを Cに合わせたときに、コマンドダイヤルで ISO感度を変更できるようにな
ります。
撮影モードMの場合は無効になります。
ISO感度を変更できるコマンドダイヤルは、撮影モードによって異なります。
カスタムメニュー b2［露出補正簡易設定］とは同時に使用できません。一方を有効にすると、もう
一方は自動的に無効になります。

24 カスタムメニュー b3として［ISO感度簡易設定］
が追加



カスタムメニュー d5に［露出ディレーモー
ド］が追加
カスタムメニュー d5として［露出ディレーモード］が追加されました。カメラブレを最小限に抑えた
い場合に、シャッターボタンを押してから約 0.2～3秒後にシャッターがきれるように変更できます。

ヒント：iメニュー項目への追加
カスタムメニュー f1［iメニューのカスタマイズ］で iメニューに割り当てられる機能として、［露
出ディレーモード］が追加されています。

25 カスタムメニュー d5に［露出ディレーモード］
が追加



カスタムメニュー d18 と g16として［半押し
拡大解除（MF）］が追加
カスタムメニューの d18と g16として［半押し拡大解除（MF）］が追加されました。［ON］に設定す
ると、フォーカスモードをマニュアルフォーカスに設定して拡大表示している場合に、シャッターボ
タンを半押しして拡大表示を解除できます。

26 カスタムメニュー d18 と g16として［半押し拡大
解除（MF）］が追加



カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］または g2
［カスタムボタンの機能］の機能を割り当てるボタンを選ぶ画面で
設定をリセットできます。
リセットしたいボタンを選んで Oボタンを押し、確認画面で［は
い］を選んでJボタンを押すと、選んだボタンの設定をリセッ
トして初期設定に戻します。
任意のボタンを選んで約 3秒間 Oボタンを長押しし、確認画面
で［はい］を選んでJボタンを押すと、全てのボタンの設定を
リセットして初期設定に戻します。

カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能
（撮影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機
能追加
カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］および g2［カスタムボタンの機能］に割り当
てられる機能が追加されました。また、ボタンの割り当てをリセットできるようになりました。

設定をリセットする機能の追加

27 カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮
影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機能追加



f2［カスタムボタンの機能（撮影）］に追加された機能
項目 内容

k ［パワーズーム位置の登録/呼び出し］
ボタンを長押しすると、現在のズーム位置を登録で
きます。ボタンを短く押すと、登録したズーム位置
に移動します。

r ［AFエリアモード循環選択］

ボタンを押すたびに AF エリアモードが切り替わり
ます。
［AF エリアモード循環選択］を選んで2を押す
と、切り換え可能な AFエリアモードを選べます。
項目を選んでJボタンを押すかマルチセレクタ
ーの2を押すと、オンMとオフ Uを切り換えら
れます。チェックボックスをオンMにした項目の
み、ボタンを押したときに切り換えられます。

y ［シャッタースピード（Mモード）］
撮影モードM時にボタンを押しながらコマンドダ
イヤルを回すと、シャッタースピードを変更できま
す。

z ［絞り値（Mモード）］ 撮影モードM時にボタンを押しながらコマンドダ
イヤルを回すと、絞り値を変更できます。

z ［露出ディレーモード］ ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、露
出ディレーモードの設定を変更できます。

28 カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮
影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機能追加



カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］>［コマンド
ダイヤル］の［露出設定］で、撮影モードM時のコマンドダイヤ
ルの機能として露出補正（E）と ISO感度（S）を割り当てられ
るようになりました。
［露出設定］の設定画面で撮影モードMを選び、DISPボタンを
押すとメインコマンドダイヤルとサブコマンドダイヤル機能を
設定できます。
マルチセレクターの42でコマンドダイヤルを選び、13を押
して機能を割り当てます。
コマンドダイヤルに絞り値とシャッタースピード以外の機能を
割り当てた場合、他のボタンに［絞り値（Mモード）］および
［シャッタースピード（Mモード）］を割り当ててください。

撮影モードM時のコマンドダイヤルに露出補正と ISO感度の
割り当てが可能

29 カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮
影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機能追加



カスタムメニュー g2［カスタムボタンの機能］>［コマンドダイヤ
ル］の［露出設定］で、撮影モード S時のコマンドダイヤルの機能
を入れ替えられるようになりました。［露出設定］の設定画面で撮
影モード Sを選び、13を押すとメインコマンドダイヤルとサブコ
マンドダイヤルの機能を入れ替えられます。

g2［カスタムボタンの機能］に追加された機能
項目 内容

k ［パワーズーム位置の登録/呼び出し］
ボタンを長押しすると、現在のズーム位置を登録で
きます。ボタンを短く押すと、登録したズーム位置
に移動します。

r ［AFエリアモード循環選択］

ボタンを押すたびに AF エリアモードが切り替わり
ます。
［AF エリアモード循環選択］を選んで2を押す
と、切り換え可能な AFエリアモードを選べます。
項目を選んでJボタンを押すかマルチセレクタ
ーの2を押すと、オンMとオフ Uを切り換えら
れます。チェックボックスをオンMにした項目の
み、ボタンを押したときに切り換えられます。

I ［ハイレゾズーム（望遠側）］

レンズの Fnリングを右に回すと望遠側にズームイ
ンします。［レンズの Fnリング（左回し）］が［ハイ
レゾズーム（広角側）］のときは、自動的にこの項目
が選ばれます。

J ［ハイレゾズーム（広角側）］

レンズの Fnリングを左に回すと広角側にズームア
ウトします。［レンズの Fnリング（右回し）］が［ハ
イレゾズーム（望遠側）］のときは、自動的にこの項
目が選ばれます。

H ［ハイレゾズーム］ レンズのコントロールリングを回すと、ハイレゾズ
ームでズームイン/ズームアウトします。

撮影モード S時のコマンドダイヤルの機能の入れ替えが可能

30 カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮
影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機能追加



パワーズームレンズを装着した状態で［パワーズーム位置の登
録/呼び出し］を割り当てたボタンを長押しすると、撮影画面に
tアイコンが表示されて現在のズーム位置が登録されます。
登録できるズーム位置は 1箇所のみです。変更したい場合は、ズ
ーム位置を変更して再度割り当てたボタンを長押ししてくださ
い。

［パワーズーム位置の登録/呼び出し］

ズーム位置が登録された状態で［パワーズーム位置の登録/呼び出し］を割り当てたボタンを押す
と、登録したズーム位置に移動します。
ズーム位置の移動中に再度［パワーズーム位置の登録/呼び出し］を割り当てたボタンを押すと、
その位置で停止します。

カメラの電源を OFFにしても、登録したズーム位置はリセットされません。他のレンズを装着する
と、ズーム位置がリセットされます。
パワーズームレンズ以外のレンズを装着している場合、割り当てたボタンを押しても何も動作しま
せん。
動画モードの場合、カスタムメニュー g8［パワーズームの操作設定（PZレンズ）］>［パワーズー
ム速度（ボタン操作）］でズームの移動速度を設定できます。

D 本機能を使用できるレンズについて
本機能は NIKKOR Z 28-135mm f/4 PZ装着時に使用可能です。

31 カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮
影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機能追加

-



カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再生）］の機能を割
り当てるボタンを選ぶ画面で設定をリセットできます。
リセットしたいボタンを選んで Oボタンを押し、確認画面で［は
い］を選んでJボタンを押すと、選んだボタンの設定をリセッ
トして初期設定に戻します。
任意のボタンを選んで約 3秒間 Oボタンを長押しし、確認画面
で［はい］を選んでJボタンを押すと、全てのボタンの設定を
リセットして初期設定に戻します。

カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能
（再生）］に機能追加
カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再生）］に割り当てられる機能が追加されました。ま
た、ボタンの割り当てをリセットできるようになりました。

設定をリセットする機能の追加

32 カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再
生）］に機能追加



追加された機能
ボタンに割り当てられる機能やコマンドダイヤルに設定できる機能が追加されました。

ボタンに割り当てられる機能
項目 内容

O ［削除］ ボタンを押すと、削除確認画面が表示されます。もう一度ボタン
を押すと、表示中の画像を削除して、再生画面に戻ります。

7 ［RAW現像（表示画像）］

ボタンを押すと、設定している画像編集の編集画面を表示しま
す。

e ［RAW現像（複数画像）］

k ［トリミング］

8 ［リサイズ（表示画像）］

f ［リサイズ（複数画像）］

i ［D-ライティング］

Z ［傾き補正］

a ［ゆがみ補正］

e ［アオリ効果］

l ［モノトーン］

g ［加算合成］

h ［比較明合成］

i ［比較暗合成］

j ［比較動合成］

33 カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再
生）］に機能追加



［メインコマンドダイヤル］/［サブコマンドダイヤル］に設定
できる機能

項目 内容

［画像送り時の拡大位置］

再生画像の拡大表示中にメインコマンドダイヤルおよびサブコマンド
ダイヤルを回して画像送りをする場合に、表示範囲の位置を変更するか
どうか設定できます。
［位置を継続］：現在表示している表示範囲の位置で次の静止画を表示
します。
［ピント位置優先］：再生する静止画の撮影時のフォーカスポイントを
中心にして拡大表示します。
［ピント位置優先（顔検出）］：再生する静止画の撮影時のフォーカス
ポイントを中心にして拡大表示します。ただし、再生する静止画に人
物の顔が検出された場合、その位置を中心にして拡大表示します。

［拡大再生中の顔送り］

［ON］に設定すると、再生画像の拡大表示中に複数の人物の顔が検出さ
れた場合、サブコマンドダイヤルを回して画像内の人物の顔を切り換え
ることができます。
［サブコマンドダイヤル］のみ設定できます。

34 カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再
生）］に機能追加



［メインコマンドダイヤル］/［サブコマンドダイヤル］>［画像
送り］に追加された機能

項目 内容

［FTP送信済み］ FTPに送信した画像だけをコマ送りして表示します。

［PC送信済み］ PCに送信した画像だけをコマ送りして表示します。

35 カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再
生）］に機能追加



カスタムメニュー f4［タッチ Fn］>［タッチ Fnの機能］で［フォ
ーカスポイント移動］を割り当てた場合に、画像モニターのタッチ
Fn有効領域を素早く 2回タッチしたときの動作が選べるようにな
りました。設定を変更するには［フォーカスポイント移動］を選ん
でマルチセレクターの2を押してください。

カスタムメニュー f4［タッチ Fn］使用時のフ
ォーカスポイント移動機能が変更

項目 内容

［フォーカスポイント中央リセット］ ファインダーの中央部にフォーカスポイントが移動します。

［フォーカスポイント絶対位置指定］
タッチ Fn有効領域はファインダー全体を表しており、素早
く 2回タッチするとファインダー内の対応する位置にフォ
ーカスポイントが移動します。

36 カスタムメニュー f4［タッチ Fn］使用時のフォー
カスポイント移動機能が変更



カスタムメニュー f11として［ズームリング
操作（PZレンズ）］が追加
カスタムメニュー f11 として［ズームリング操作（PZレンズ）］が追加されました。パワーズームレ
ンズを装着している場合のズームリングの回転方向と、広角端から望遠端までズーム位置を移動する
ために必要なズームリングを回す角度を設定できます。

項目 内容

［ズーム回転方向の変更］ ［ON］に設定すると、ズーム操作をするときの回転方向を逆方向に変
更できます。

［ズームリングの角度設定］

広角端から望遠端までズーム位置を移動するために必要なズームリ
ングを回す角度を設定できます。
［レンズ初期角度（度）］：カメラでは角度の設定を行いません。広
角端から望遠端までズーム位置を移動するために必要なズームリ
ングを回す角度は、装着したレンズにより異なります。
［角度 45 度］～［角度 360 度］：カメラで角度の設定を行えます。
たとえば［角度 90 度］に設定している場合、リングを 90度回転
させるとズーム位置が広角端から望遠端まで移動します。設定する
値が大きいほど細かくズーム位置を調整できます。

D 本機能を使用できるレンズについて
本機能は NIKKOR Z 28-135mm f/4 PZ装着時に使用可能です。

37 カスタムメニュー f11として［ズームリング操作
（PZレンズ）］が追加



動画モードの場合、動画記録待機中および動画記録中のズーミン
グの速度をそれぞれ設定できます。
動画記録中も撮影を中断することなくズーミングの速度を変
更できます。
パワーズーム位置の呼び出しなどでズーム動作中に速度を変
更した場合は、次のズーム操作からズーミング速度が反映さ
れます。

-

-

カスタムメニュー f12と g8の［パワーズー
ムのボタン操作（PZレンズ）］の名称と機能
が変更
カスタムメニュー f12と g8の［パワーズームのボタン操作（PZレンズ）］の名称が［パワーズームの
操作設定（PZレンズ）］に変更になりました。また、パワーズームの操作をボタンで行う場合と、レ
ンズのズームレバーで行う場合でパワーズームの速度を変えられるようになりました。
［パワーズーム速度］が［パワーズーム速度（ボタン操作）］と［パワーズーム速度（レバー操作）］
に分けられました。
［パワーズーム速度（ボタン操作）］：XボタンおよびW（Q）ボタンの操作でズーミングする場
合の速度を設定できます。
［パワーズーム速度（レバー操作）］：レンズのズームレバーでズーミングする場合の速度を設定
できます。ズームレバーのあるパワーズームレンズを装着している場合のみ有効です。
動画モードの場合、動画記録待機中および動画記録中のズーミングの速度をそれぞれ設定できま
す。

D ［パワーズーム速度（レバー操作）］について
本機能は NIKKOR Z 28-135mm f/4 PZ装着時に使用可能です。

ヒント：iメニュー項目への追加
カスタムメニュー f1および g1［iメニューのカスタマイズ］で iメニューに割り当てられる機能と
して、［パワーズーム速度（ボタン操作）］が追加されています。

38 カスタムメニュー f12と g8の［パワーズームのボ
タン操作（PZレンズ）］の名称と機能が変更

-

-

-



［焦点距離（mm）］および［開放絞り値］で、任意の値を入力で
きるようになりました。

［レンズ No.］の［1］～［20］に登録したレンズの名称を登録で
きるようになりました。［レンズ名］を選んで2を押すと、最大
36文字まで入力できます。
登録したレンズ名は、撮影した画像の Exif情報に記録されま
す。

-

［記録用絞り値の設定］を［ON］に設定すると、非 CPUレンズを
使用して撮影した場合の絞り値を画像の Exif情報に記録できるよ
うになりました。
撮影に使用する実際の絞り値はレンズの絞りリングで設定し
てください。
画像に記録する絞り値は撮影画面でコマンドダイヤルを回し
て設定してください。レンズの絞りリングと記録用の絞り値は
連動していないため、レンズで絞り値を変更した場合は必ず記
録用の絞り値も変更してください。
カメラで設定した絞り値には、記録用であることを示すアスタ
リスク（U）が表示されます。
［レンズ情報手動設定］>［開放絞り値］で設定した開放絞り値
から最大 8段分の範囲を記録用の絞り値として設定できます。

-

-

-

-

セットアップメニュー［レンズ情報手動設定］
の機能変更
セットアップメニュー［レンズ情報手動設定］に機能が追加されました。

ヒント：iメニュー項目への追加
カスタムメニュー f1および g1［iメニューのカスタマイズ］で iメニューに割り当てられる機能と
して、［手動設定済みレンズの選択］が追加されています。現在使用中のレンズの情報を、セットアッ
プメニュー［レンズ情報手動設定］で設定したレンズ No.のものに切り換えられます。

39 セットアップメニュー［レンズ情報手動設定］の
機能変更



IPTCプリセットの「Category」で登録可能な
文字数の変更
カメラで IPTCプリセットを作成または編集する場合に、「Category」で登録できる最大文字数が 3文
字から 256文字に変更されました。

40 IPTCプリセットの「Category」で登録可能な文字
数の変更



撮影画面の表示が最大 400%まで拡大可能
ファームウェアバージョンが C:1.xx以前では撮影画面の拡大表示は最大 200％まででしたが、C:2.00か
らは最大 400％まで拡大できるようになりました。Xボタンを押すごとに拡大率が上がり、W（Q）ボ
タンを押すごとに拡大率が下がります。

41 撮影画面の表示が最大 400%まで拡大可能



マニュアルフォーカスで撮影する場合に表示されるフォーカス距
離指標に、カメラからピントが合う位置までの距離が表示されるよ
うになりました。

距離を表示する単位は、セットアップメニューに追加された［距
離表示単位の設定］で［メートル（m）］または［フィート（ft）］
から選べます。

マニュアルフォーカス撮影時に表示されるフ
ォーカス距離指標に距離表示機能が追加

表示される距離表示は目安です。使用するレンズによっては、実際の距離と異なる場合があります。

42 マニュアルフォーカス撮影時に表示されるフォー
カス距離指標に距離表示機能が追加



［ファインダー表示サイズ］が動画モードにも
対応
セットアップメニュー［ファインダー表示サイズ（静止画 Lv）］の設定が、静止画モードだけでなく動
画モードにも対応しました。それに伴い、メニュー名も［ファインダー表示サイズ］に変更されまし
た。ファインダーを見ながら撮影や再生する場合に、ファインダーの表示倍率を［標準］または［小
さめ］から選べます。

43 ［ファインダー表示サイズ］が動画モードにも対応



Nikon Imaging Cloudは、パソコンやスマートフォンのWebブラウ
ザー上でご利用いただけるニコンのクラウドサービスです。主に次
のことが行えます。
画像転送：カメラで撮影した画像を Nikon Imaging Cloudにアッ
プロードし、外部オンラインストレージに送信できます。
イメージングレシピ：画像の撮影情報等をレシピとして保存でき
ます。レシピは自分で作成するか、公開レシピから選んで取得で
きます。
ピクチャーコントロールの提供：Nikon Imaging Cloudが提供す
るピクチャーコントロールをカメラにダウンロードして登録で
きます。
ファームウェアアップデート：Nikon Imaging Cloudからカメラ
に直接ファームウェアをダウンロードできます。

Nikon Imaging Cloudへのアクセスは、QRコードを読み込むか、下
記 URLをWebブラウザーに入力してください。一度アクセスした
らブックマークしておくことをおすすめします。

https://imagingcloud.nikon.com

Nikon Imaging Cloudに対応

アクセス用の QRコードと URLは、カメラのネットワークメニュー［Nikon Imaging Cloud］>
［Nikon Imaging Cloudについて］でも確認できます。
初めてのご利用時に使用許諾などの同意を求める画面が表示された場合は、内容をよくお読みにな
り、ご同意の上、次にお進みください。
Nikon Imaging Cloudの最新情報については当社ホームページでご確認ください。
カメラと Nikon Imaging Cloudを接続する手順は「ネットワークメニューに
［Nikon Imaging Cloud］が追加」>「接続設定を作成してカメラを Nikon Imaging Cloudに接続す
る」（0 51）をご覧ください。

D Nikon Imaging Cloudに接続したカメラを貸出/譲渡/廃棄する場合のご注意
カメラを貸し出す場合は、Nikon Imaging Cloudのホーム画面でカメラを自動接続しない設定にす
るか、セットアップメニュー［カメラの初期化］を行ってカメラを初期化してください。
カメラを譲渡または廃棄する場合は、Nikon Imaging Cloudのホーム画面でカメラの情報を削除し、
セットアップメニュー［カメラの初期化］を行ってカメラを初期化してください。

44 Nikon Imaging Cloudに対応
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再生時の iメニューに［送信指定（クラウド）］と［一括送信指
定（クラウド）］が追加されました。Nikon Imaging Cloudと接続
中に再生画面で iボタンを押すと表示されます。
画像を選んで iボタンを押し、［送信指定（クラウド）］を選ぶと
Nikon Imaging Cloudへの送信指定を行えます。送信指定した画
像にpアイコンが表示されます。
フィルター再生時に［一括送信指定（クラウド）］を選ぶと、フ
ィルター再生の条件に当てはまった全ての画像に
Nikon Imaging Cloudへの送信指定を行えます。
動画は送信指定できません。

カメラの新しいファームウェアを Nikon Imaging Cloudからダ
ウンロードできる場合、メニュー画面のセットアップメニュータ
ブと［ファームウェアバージョン］に通知マークが表示されま
す。

画像の送信について
画像の送信先として Nikon Imaging Cloudが選べるようになりました。

ファームウェアアップデートについて
Nikon Imaging Cloudからのファームウェアバージョンアップ通知がカメラにある場合、セットアップ
メニュー［ファームウェアバージョン］に［バージョンアップ（クラウドから）］が表示されます。［バ
ージョンアップ（クラウドから）］>［する］を選んでマルチセレクターの2を押すと、インターネッ
ト経由でファームウェアをカメラにダウンロードできます。ダウンロードが完了すると、自動的にバ
ージョンアップを開始します。

45 Nikon Imaging Cloudに対応



自動バージョンアップ
セットアップメニュー［ファームウェアバージョン］>［自動バージョンアップ］>［する］を選んで
時刻を設定すると、毎日設定した時刻にカメラが自動で Nikon Imaging Cloudに接続し、新しいファ
ームウェアがあると自動でダウンロードからバージョンアップまでを行います。次の条件を全て満た
す場合のみ有効になります。

Nikon Imaging Cloudでカメラとの接続設定がオンになっている
カメラの電源スイッチが OFFの位置になっている
次のいずれかを使用して、カメラに電力の供給（給電）が行われている
別売の ACアダプター EH-8Pと付属の USBケーブル（両端が Type-C）
市販の外部充電池（モバイルバッテリー）

46 Nikon Imaging Cloudに対応
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カメラに無線 LANアクセスポイントとの接続設定がない場合、
ネットワークメニュー［Nikon Imaging Cloud］を選んでマルチ
セレクターの2を押すと、自動的に［Nikon Imaging Cloudに
ついて］が表示されます。

ネットワークメニューに
［Nikon Imaging Cloud］が追加
無線 LANアクセスポイントを経由して、カメラとニコンのクラウドサービス Nikon Imaging Cloudを
接続する場合に使用します。

［Nikon Imaging Cloud］のメニュー項目
接続設定の作成と登録、および編集を行えます。

Nikon Imaging Cloudと接続
Nikon Imaging Cloudとの無線接続を有効にするかどうかを選べます。
カメラに無線 LANアクセスポイントとの接続設定がない場合、接続設定を作成してカメラに登録で
きます（0 51）。
作成済みの接続設定がある場合、［登録済みの接続先］を選んでマルチセレクターの2を押すと、
使用する接続設定を選べます。複数接続設定を登録した場合、接続設定の切り換えも行えます。

47 ネットワークメニューに［Nikon Imaging Cloud］
が追加



Wi-Fi設定
カメラに無線 LANアクセスポイントとの接続設定がない場合、接続設定を作成してカメラに登録で
きます（0 51）。
作成済みの接続設定がある場合、使用する接続設定を選んでJボタンを押すと、接続開始します。
接続設定を選んでマルチセレクターの2を押すと、接続設定の内容を変更できます。

項目 内容

［自動接続］ 設定済みのWi-Fi接続先をカメラが検出した場合、自動で接続を行うかどうかを設
定できます。

［TCP/IP］

TCP/IPの情報を設定できます。IPアドレスは必ず入力してください。
［自動取得］を［ON］に設定すると、IPアドレスとサブネットマスクを DHCP
サーバーまたは自動プライベート IPアドレッシングによって取得します。
［OFF］に設定した場合は［アドレス］（IPアドレス）と［マスク］（サブネット
マスク）を手動で入力してください。

接続オプション
カメラの通信機能を設定できます。
［USB給電中のみ］：［ON］に設定すると、Nikon Imaging CloudとのWi-Fi自動接続を USB給電中
のみに限定します。
［電源 OFF中のクラウドとの通信］：［ON］に設定すると、カメラの電源を OFFにしてもWi-Fi接続
を継続できます。
［無通信時のタイムアウト］：［ON］に設定すると、一定時間Wi-Fi通信が行われなかった場合にWi-
Fi接続を終了します。

画像送信
［ON］に設定すると、［画像送信オプション］で設定されている画像を撮影したときに、自動でカメラ
から Nikon Imaging Cloudに静止画を送信します。

48 ネットワークメニューに［Nikon Imaging Cloud］
が追加



画像送信オプション
カメラから Nikon Imaging Cloudへの画像の送信に関する設定ができます。
［撮影後自動送信指定］：［ON］に設定すると、撮影と同時に画像を自動送信します。

動画は Nikon Imaging Cloudに送信できません。
撮影された画像はいったんメモリーカードに記録され、自動的に送信設定が行われます。撮影す
る場合は必ずカメラにメモリーカードを挿入してください。

［RAW＋ JPEG送信設定］：RAWと JPEGを同時に記録する画質モードで撮影された画像を送信する
ときに、RAW画像と JPEG画像の両方を送信するか、RAW画像または JPEG画像のみ送信するかを
選べます。［順次記録時/バックアップ記録時］または［RAW+JPEG分割記録時］で個別に設定でき
ます。
［順次記録時/バックアップ記録時］の設定は、自動送信および手動で送信する場合に有効です。
［RAW+JPEG分割記録時］の設定は、自動送信する場合のみ有効です。

［RAW＋ HEIF送信設定］：RAWと HEIFを同時に記録する画質モードで撮影された画像を送信する
ときに、RAW画像と HEIF画像の両方を送信するか、RAW画像または HEIF画像のみ送信するかを
選べます。［順次記録時/バックアップ記録時］または［RAW+HEIF分割記録時］で個別に設定でき
ます。
［順次記録時/バックアップ記録時］の設定は、自動送信および手動で送信する場合に有効です。
［RAW+HEIF分割記録時］の設定は、自動送信する場合のみ有効です。

［JPEG+JPEG送信設定］：静止画撮影メニュー［副スロットの機能］を［JPEG+JPEG分割記録］に
設定して分割記録した画像を、撮影後に自動送信する場合に、どちらのスロットに記録した画像を
送信するかを選べます。
［HEIF+HEIF送信設定］：静止画撮影メニュー［副スロットの機能］を［HEIF+HEIF分割記録］に設
定して分割記録した画像を、撮影後に自動送信する場合に、どちらのスロットに記録した画像を送
信するかを選べます。
［フォルダー送信］：選んだフォルダー内の全ての画像に送信設定をします。送信済みの画像も再送
信します。
動画は Nikon Imaging Cloudに送信できません。

［全送信マーク解除］：メモリーカード内の全ての画像送信マークを解除します。画像送信中の場合
は、送信を中断します。

エラー情報
Nikon Imaging Cloudとの接続を行おうとしたときや接続中にエラーが発生した場合、エラーの内容と
エラーコードが表示されます。エラーの対処方法については、画面に表示される QRコードまたは下記
の URLからアクセスできるサイトをご覧ください。
https://onlinemanual.nikonimglib.com/troubleshooting/ja/

Nikon Imaging Cloudについて
パソコンやスマートフォンのWebブラウザーで Nikon Imaging Cloudを閲覧するための QRコードと
URLが表示されます。

49 ネットワークメニューに［Nikon Imaging Cloud］
が追加
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次の場合、カメラのメニュー画面でタブやメニュー項目に図のよう
な通知マークが表示されます。通知マークのあるメニューを表示す
ると、マークが消えます。
カメラに登録してあるピクチャーコントロールが
Nikon Imaging Cloudにあるピクチャーコントロールと差異があ
る場合
カメラの新しいファームウェアを Nikon Imaging Cloudからダ
ウンロードできる場合
ファームウェアの自動バージョンアップが行われた場合
カメラと Nikon Imaging Cloudの接続や連携に関するエラー通
知がある場合

Nikon Imaging Cloudの連携解除
Nikon Imaging Cloudの接続情報を削除します。
本製品を譲渡/廃棄するときは、事前に接続情報を削除してください。
接続情報を削除すると、Nikon Imaging Cloudへの送信指定がされている画像があっても送信され
なくなります。
接続情報の削除後に再度カメラと Nikon Imaging Cloudを接続するには、［Nikon Imaging Cloud
と接続］を［ON］にして新たに接続設定を作成してください（0 51）。

ヒント：Nikon Imaging Cloudからの通知がある場合

50 ネットワークメニューに［Nikon Imaging Cloud］
が追加



カメラ：ネットワークメニュー［Nikon Imaging Cloud］を選
んでマルチセレクターの2を押す

パソコン/スマートフォンで Nikon Imaging Cloudにアクセス
するための URLと QRコードが表示されます。

カメラ：図のような画面が表示されたら、Jボタンを押して次
の画面に進む

カメラ：［Nikon Imaging Cloudと接続］を選び、［ON］に設
定する

接続設定を作成してカメラを Nikon Imaging Cloud
に接続する
Nikon Imaging Cloudの各種サービスをご利用いただくためには、カメラとパソコン/スマートフォン
を操作して Nikon Imaging CloudとカメラをWi-Fi接続する必要があります。

D カメラと Nikon Imaging Cloudを接続する前に
Nikon Imaging Cloudのご利用には、Nikon IDの作成と Nikon Imaging Cloudの利用登録が必要で
す。カメラと接続する前に利用登録を完了し、パソコンまたはスマートフォンでログインした状態
にしてください。詳しくは Nikon Imaging Cloudのヘルプをご覧ください。
Nikon Imaging Cloudの閲覧および操作には、Webブラウザーが必要です。
カメラと Nikon Imaging Cloudを接続するにはWi-Fi環境が必要です。ご自宅などにすでに構築さ
れているネットワークに、無線 LANアクセスポイントを経由して無線接続を行います。

51 ネットワークメニューに［Nikon Imaging Cloud］
が追加
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カメラ：［Wi-Fi接続先を検索］を選び、Jボタンを押す
カメラの周辺にある無線 LANアクセスポイントを検索して、検
出した接続先の SSIDを表示します。

手順 4で Xボタンを押すと、SSIDや暗号キーを入力せずに無
線 LANアクセスポイントに接続できます。接続方法を選んで
Jボタンを押してください。接続が完了したら、手順 7に進ん
でください。

D ［簡単接続］で接続する

接続方法 内容

［WPSプッシュボタン方式］

無線 LANアクセスポイントにWPSプッシュボタンがある場
合に使用できます。WPSプッシュボタンを押した後にカメラ
のJボタンを押すと、無線 LANアクセスポイントに接続でき
ます。

［WPS PINコード方式］

カメラに PINコードが表示されます。パソコンを使用して無
線 LANアクセスポイントに PINコードを入力します。無線
LANアクセスポイントに PINコードを入力する方法について
は、お使いの無線 LANアクセスポイントの使用説明書をご覧
ください。

52 ネットワークメニューに［Nikon Imaging Cloud］
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カメラ：接続先の SSIDを選ぶ
接続先の SSIDを選んでJボタンを押します。
カメラで入力できない文字が使用されている SSIDは表示さ
れません。
検出された SSIDの周波数帯をアイコンで確認できます。
暗号ありの SSIDには hが表示されます。暗号あり hの
SSIDを選んだ場合は、暗号キーの設定画面が表示されます。
暗号なしの接続先を選んだ場合は手順 8へお進みください。
Xボタンを押すと無線接続先を再検索します。

無線 LANアクセスポイントが SSIDを非公開に設定している場
合、検出された SSID一覧に SSID名が表示されません。

非公開の SSIDに接続したい場合、空欄になっている項目を
選択してJボタンを押してください。続いてJボタンを押
すと、SSID入力画面になります。
接続したい SSID名を入力し、Xボタンを押してください。
もう一度 Xボタンを押すと、暗号キーの設定画面が表示さ
れます。

D SSIDが非公開に設定されている場合

53 ネットワークメニューに［Nikon Imaging Cloud］
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カメラ：暗号キーを入力する

Jボタンを押して、無線 LANアクセスポイントで使用して
いる暗号キーを入力します。

無線 LANアクセスポイントの暗号キーについては、無線
LANアクセスポイントの使用説明書などをご覧ください。
Xボタンを押して、暗号キーの入力を完了します。

もう一度 Xボタンを押すと、接続を開始します。接続に成
功すると、図のような画面が数秒間表示されます。

54 ネットワークメニューに［Nikon Imaging Cloud］
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カメラ：IPアドレスの設定方法を選んで設定する
IPアドレスの設定方法を選んでJボタンを押します。

カメラ：IPアドレス設定完了画面が表示されたらJボタンを
押す

カメラが Nikon Imaging Cloudにアクセスして接続準備を行い
ます。接続準備が完了すると、パソコン/スマートフォンで
Nikon Imaging Cloudにアクセスするための QRコードと URL
が表示されます。

設定方法 内容

［自動取得］ カメラが自動で IPアドレスを取得します。IPアドレスを取得すると IPアドレ
ス設定完了画面が表示されます。

［手動設定］

IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレス、DNSサーバーアド
レスの順に手動で入力します。各項目の入力方法は次の通りです。

IPアドレス/ゲートウェイアドレス/DNSサーバーアドレス：
Jボタンを押すと、アドレス入力画面が表示されます。
メインコマンドダイヤルを回して変更したい桁を選びます。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して入力します。
全ての桁の入力が完了したら、Xボタンを押して決定します。
再度 Xボタンを押すと次の画面が表示されます。

サブネットマスク：
13を押して数値を変更します。Jボタンを押して決定すると、次の画面
が表示されます。

55 ネットワークメニューに［Nikon Imaging Cloud］
が追加

-
-
-
-
-
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Jボタンを押してアクセスコード入力画面を表示します。
アクセスコードを入力したら、Xボタンを押して入力を完了
します。

もう一度 Xボタンを押すとカメラと Nikon Imaging Cloud
が接続され、パソコン/スマートフォンで
Nikon Imaging Cloudにアクセスするための QRコードと
URLが表示されます。

接続設定がカメラに登録され、Nikon Imaging Cloudとカメラの
Wi-Fi接続が完了しました。パソコン/スマートフォンとカメラの両
方に接続完了の画面が表示されると、カメラが
Nikon Imaging Cloudで利用可能になります。

接続後の操作方法などは Nikon Imaging Cloudのヘルプをご覧く
ださい。

パソコン/スマートフォン：Nikon Imaging Cloudのホーム画面でカメラ接続ボタンをクリック
またはタップする

Nikon Imaging Cloudとカメラを接続するためのアクセスコードが表示されます。

カメラ：手順 9でパソコン/スマートフォンに表示されたアクセスコードを入力する

パソコン/スマートフォン：カメラの画面に表示されている QRコードを読み取るか、URLを
Webブラウザーに入力する
接続確認の画面が表示されます。
パソコン/スマートフォンにユーザーコードの入力画面が表示された場合は、カメラの画面に
表示されているユーザーコードを入力してください。

パソコン/スマートフォン：［接続する］ボタンをクリックまたはタップする

56 ネットワークメニューに［Nikon Imaging Cloud］
が追加

9

10
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ネットワークメニュー［FTP サーバーと接続］
の機能追加
ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］>［オプション］に［接続維持の優先］が追加されまし
た。［ON］に設定すると、無線エラー、TCP/IPエラー、または FTPエラーが発生してネットワーク接
続ができなかった場合に、約 15秒後に再度ネットワーク接続処理を行います。接続処理はカメラがネ
ットワークに接続されるまで繰り返し行なわれます。
［ON］に設定すると、カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］>［半押しタイマー］の設定にかか
わらず、半押しタイマーはオフになりません。バッテリーの消耗が早くなります。

57 ネットワークメニュー［FTP サーバーと接続］の
機能追加



リモートグリップMC-N10と AirGluアクセ
サリーの併用が可能
ファームウェアバージョン C:1.xx以前ではリモートグリップMC-N10をカメラに接続すると
Bluetoothの機能が全て使用できなくなりますが、C:2.00からは Atomos社の AirGluアクセサリー
UltraSync BLUEを Bluetoothで接続して使用できるようになりました。

58 リモートグリップMC-N10と AirGluアクセサリ
ーの併用が可能



ファームウェアバージョンアップによる
変更内容（C3.00）
ファームウェアバージョン（C:3.00）による
機能の追加・変更について

Z f「活用ガイド」の内容は、ファームウェアのバージョンが C:1.10であることを前提に説明していま
す（最新の活用ガイドはダウンロードセンターからダウンロードできます）。
お使いのカメラのファームウェアが C:2.0xの場合、「Z f活用ガイド（ファームウェアバージョン
2.00補足説明書）」の内容が追加または変更されています。
お使いのカメラのファームウェアが C:3.00の場合、この章の内容が追加または変更されています。

ファームウェアバージョンについて
カメラのファームウェアバージョン確認およびバージョンアップは、セットアップメニュー［ファー
ムウェアバージョン］で行えます。

カメラのファームウェアをバージョンアップするには、次の方法があります。
パソコンでニコンダウンロードセンターからファームウェアを取得する場合：ニコンダウンロー
ドセンターで新しいバージョンのファームウェアがあるか確認できます。バージョンアップの手
順については、ファームウェアのダウンロードページをご覧ください。
https://downloadcenter.nikonimglib.com/
スマートフォンで SnapBridgeアプリを使用してファームウェアを取得する場合：SnapBridgeア
プリでカメラとスマートフォンをペアリング済みの場合、カメラの新しいファームウェアがある
とアプリにお知らせが表示され、スマートフォン経由でファームウェアをカメラ内のメモリーカ
ードに転送できます。バージョンアップの手順については、SnapBridgeアプリのヘルプをご覧く
ださい。お知らせが表示されるタイミングは、ニコンダウンロードセンターで公開されるタイミ
ングと異なる場合があります。
Nikon Imaging Cloud からカメラにファームウェアをダウンロードする場合：
Nikon Imaging Cloud からのファームウェアバージョンアップ通知がカメラにある場合、［ファー
ムウェアバージョン］に［今すぐバージョンアップ（クラウドから）］が表示されます。［今すぐ
バージョンアップ（クラウドから）］>［する］を選んでマルチセレクターの2を押すと、イン
ターネット経由でファームウェアをカメラにダウンロードできます。ダウンロードが完了する
と、自動的にバージョンアップを開始します。ファームウェアバージョンアップ通知がカメラに
送られるタイミングは、ニコンダウンロードセンターで公開されるタイミングと異なる場合があ
ります。

59 ファームウェアバージョン（C:3.00）による機能
の追加・変更について

https://downloadcenter.nikonimglib.com/


ファームウェア（C:3.00）による変更点一覧
カメラのファームウェアを C:3.00にバージョンアップすると、次の機能に変更があります。詳しくは
各参照先をご覧ください。

静止画撮影関連
静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［フィルムグレイン設定］が追加（0 62）
レリーズモードに［C15］が追加（0 64）

動画撮影関連
静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［フィルムグレイン設定］が追加（0 62）
ハイレゾズームに被写体検出枠の表示が追加（0 65）

再生関連
再生メニュー［縦横位置情報の記録］で静止画と動画それぞれの設定が可能（0 66）

60 ファームウェア（C:3.00）による変更点一覧



操作関連
カスタムメニュー a12［フォーカスピーキング］に［拡大時のみ表示］が追加（0 67）
カスタムメニュー a13として［絞り開放 Lv］が追加（0 68）
カスタムメニュー a15として［フォーカスリミッター設定］が追加（0 69）
カスタムメニュー c2［セルフタイマー］の［連続撮影間隔］に［最短］が追加（0 72）
カスタムメニュー d16/g14［ガイドラインの種類］に新しい項目が追加（0 73）
カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機能追加
（0 74）
セットアップメニュー［電子音］のメニュー項目の変更（0 76）
Nikon Imaging Cloud からピクチャーコントロールを登録する方法に機能追加（0 77）

表示関連
セットアップメニューに［モニター表示の自動切り換え］が追加（0 78）

ネットワーク関連
スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi接続（ステーションモード）］が追加（0 79）
ネットワークメニュー［USB］に［USBストリーミング（UVC/UAC）］が追加（0 87）

D カスタムメニューの番号について
バージョンアップによるメニューの追加および入れ替えがあるため、一部のカスタムメニューは番号
が変更されています。本書では変更後の番号で記載しています。

61 ファームウェア（C:3.00）による変更点一覧



静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［フィルムグレイン設
定］が追加されました。フィルムで撮影したような粒状感を付加し
た画像を撮影できます。

静止画撮影メニューと動画撮影メニューに
［フィルムグレイン設定］が追加

項目 内容

［フィルムグレイン］ ［ON］に設定すると、画像に粒子状の効果をつけて撮影できます。

［強度］ 粒状感の強度を 1～6（動画撮影時は 1～3）で調整します。数値が大
きいほど、粒子状の効果が強くなります。

［サイズ］
（静止画撮影メニューのみ）

粒子のサイズを［大］、［中］、［小］から選べます。大きい粒子サイズ
を選ぶと粒状感が強調され、小さい粒子サイズを選ぶときめ細かい仕
上がりになります。
動画撮影時は［小］相当のサイズに固定されます。

D フィルムグレイン撮影時のご注意
フィルムグレインの効果は撮影画面に表示されません。
フィルムグレインの効果はランダムに現れます。フィルムグレイン効果をつけた RAW画像をカメ
ラで現像した場合、現像するたびに効果の現れ方が異なります。強度とサイズは撮影時の設定が適
用されます。
静止画撮影メニュー［階調モード］を［HLG］に設定している場合、フィルムグレイン効果は付加
されません。
画像サイズまたは画質モードの設定によっては、撮影した画像にノイズ（ざらつき、むら、すじ）
が発生する場合があります。

D 静止画でのフィルムグレイン撮影時の制限について
次の場合など、フィルムグレインとは同時に使用できない機能や設定があります。
「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影
多重露出撮影
HDR合成
ピクセルシフト撮影

62 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［フィ
ルムグレイン設定］が追加



D 動画でのフィルムグレイン撮影時の制限について
次の場合、フィルムグレイン機能は使用できません。
動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］を［H.265 10-bit（MOV）］に設定している場合
動画撮影メニュー［画像サイズ/フレームレート］を［3840×2160 60p］～［3840×2160 25p］、
［1920×1080 120p］および［1920×1080 100p］に設定している場合
動画撮影メニュー［フィルムグレイン設定］>［フィルムグレイン］を［ON］にしている場合、動
画撮影メニュー［美肌効果］は使用できません。

63 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［フィ
ルムグレイン設定］が追加

-
-



静止画撮影メニュー［レリーズモード］に［C15］が追加されまし
た。15コマ/秒で「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影を
行えます。
［C15］に設定した場合の制限は、［C30］設定時と同様です。

レリーズモードに［C15］が追加

64 レリーズモードに［C15］が追加



動画撮影メニュー［ハイレゾズーム］を［ON］に設定している場
合、カメラが被写体を検出すると撮影画面に被写体検出枠が表示さ
れるようになりました。

ハイレゾズームに被写体検出枠の表示が追加

オートフォーカス時は動画撮影メニュー［AF/MFの被写体検出設定］>［被写体検出］を［しない］
以外に設定している場合に有効です。
マニュアルフォーカス時は動画撮影メニュー［AF/MFの被写体検出設定］>［被写体検出］を［し
ない］以外に設定し、動画撮影メニュー［MF時の被写体検出範囲］で［検出しない］以外に設定
している場合に有効です。

65 ハイレゾズームに被写体検出枠の表示が追加



再生メニュー［縦横位置情報の記録］で、静止画撮影時と動画撮影
時でそれぞれ［ON］または［OFF］を設定できるようになりまし
た。

再生メニュー［縦横位置情報の記録］で静止
画と動画それぞれの設定が可能

66 再生メニュー［縦横位置情報の記録］で静止画と
動画それぞれの設定が可能



カスタムメニュー a12［フォーカスピーキング］に［拡大時のみ表
示］が追加されました。［ON］に設定すると、撮影画面を拡大表示
しているときのみフォーカスピーキングが表示されます。

カスタムメニュー a12［フォーカスピーキン
グ］に［拡大時のみ表示］が追加

67 カスタムメニュー a12［フォーカスピーキング］
に［拡大時のみ表示］が追加



カスタムメニュー a13として［絞り開放 Lv］
が追加
カスタムメニュー a13として［絞り開放 Lv］が追加されました。［する］に設定すると、常に開放絞り
でファインダーや画像モニターの撮影画面を表示します。シャッターボタンを全押しすると、設定し
た絞り値に絞り込まれてから撮影します。

D ［絞り開放 Lv］を［する］に設定している場合のご注意
絞り値の設定にかかわらず常にレンズが開放絞りになります。太陽など強い光源にカメラを向けな
いようにご注意ください。内部の部品が破損するおそれがあります。
シャッターのきれるタイミングが少し遅れることがあります。特にセットアップメニュー［サイレ
ントモード］が［ON］の場合、シャッターのきれるタイミングの遅れが発生しやすくなります。
次のときに撮影画面にちらつきが発生することがあります。
シャッターをきる前後
カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］で［プレビュー］を割り当てたボタンを
押したとき

68 カスタムメニュー a13として［絞り開放 Lv］が追
加

-
-



［ON］に設定すると、撮影画面に
アイコンが表示されます。

カスタムメニュー a15として［フォーカスリ
ミッター設定］が追加
カスタムメニュー a15として［フォーカスリミッター設定］が追加されました。オートフォーカス時
にピント合わせを行う範囲を制限して撮影するかどうかを設定できます。

項目 内容

［フォーカスリミッター］

［ON］に設定すると、ピント合わせを行う範囲を［制限範囲］で設定し
た距離に制限できます。

［制限範囲］

ピント合わせを行う範囲を設定できます。
至近側の距離を［最小距離］、無限遠側の距離を［最大距離］で設定
できます。
設定できる値は 0.1～999mです。

D ［フォーカスリミッター設定］について
［フォーカスリミッター設定］は、Zマウントのレンズを装着している場合に使用できる機能です。

69 カスタムメニュー a15として［フォーカスリミッ
ター設定］が追加



［制限範囲］を選んでマルチセレクターの2を押す

制限範囲設定画面が表示されます。
制限範囲設定画面にフォーカス指標ポイントが表示されま
す。

フォーカス指標ポイント

至近側にある設定したい被写体にフォーカス指標ポイントを
合わせてA（g）ボタンを押すと、最小距離が設定されま
す。メインコマンドダイヤルを回す、またはA（g）ボタ
ンを押しながらレンズのフォーカスリングを回すと値を微調
整できます。

無限遠側にある設定したい被写体にフォーカス指標ポイント
を合わせてシャッターボタンを半押しすると、最大距離が設
定されます。サブコマンドダイヤルを回す、またはシャッタ
ーボタン半押ししながらレンズのフォーカスリングを回すと
値を微調整できます。

［最小距離］と［最大距離］は、数字が白で表示される値の範
囲内に設定することをおすすめします。黄色で表示されている
値に設定すると、被写体までの距離を認識する精度が下がり、
設定した制限範囲外でピントが合う場合や、オートフォーカス
が動作しなくなることがあります。

制限範囲の設定方法
ピントを合わせる範囲の至近側の距離と無限遠側の距離を設定します。

至近側の距離と無限遠側の距離を設定する

ヒント：［最小距離］および［最大距離］の設定について

70 カスタムメニュー a15として［フォーカスリミッ
ター設定］が追加

1

2



Jボタンを押す

制限範囲を決定すると撮影画面が表示されます。

D レンズを交換した場合のご注意
［制限範囲］を設定したレンズから他のレンズに交換すると、設定した範囲が無効になります。

交換したレンズでフォーカスリミッター機能を使用する場合は、［制限範囲］を再設定してくださ
い。
交換したレンズで［制限範囲］を再設定していない場合、元のレンズを装着し直すと設定済みの範
囲内でのピント合わせが行えます。

D フォーカス制限切り換えスイッチのあるレンズを装着した場合のご注意
フォーカス制限切り換えスイッチのあるレンズを装着して［制限範囲］を設定する場合は、フォーカ
ス制限切り換えスイッチを FULLに設定してください。

制限範囲のリセット方法
Oボタンを押すと、［最小距離］と［最大距離］の設定値がリセットされます。

71 カスタムメニュー a15として［フォーカスリミッ
ター設定］が追加

3



カスタムメニュー c2［セルフタイマー］の
［連続撮影間隔］に［最短］が追加
カスタムメニュー c2［セルフタイマー］>［連続撮影間隔］に［最短］が追加されました。［最短］を
選ぶと、［撮影コマ数］を 2コマ以上に設定している場合に 0.5秒よりも短い間隔で撮影できます。

72 カスタムメニュー c2［セルフタイマー］の［連続
撮影間隔］に［最短］が追加



カスタムメニュー d16/g14［ガイドラインの
種類］に新しい項目が追加
カスタムメニュー d16および g14［ガイドラインの種類］で設定できる項目が追加されました。
カスタムメニュー d16［ガイドラインの種類］に［4:3］が追加されました。
カスタムメニュー g14［ガイドラインの種類］に［9:16］が追加されました。

73 カスタムメニュー d16/g14［ガイドラインの種類］
に新しい項目が追加



カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能
（撮影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機
能追加
カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］および g2［カスタムボタンの機能］に、割り
当てられる機能が追加されました。

f2［カスタムボタンの機能（撮影）］/g2［カスタムボ
タンの機能］に追加された機能

項目 内容

X ［フォーカスリミッター］

ボタンを押すたびに、カスタムメニュー a15［フォーカスリ
ミッター設定］>［フォーカスリミッター］の［ON］と［OFF］
が切り替わります。ボタンを長押しすると、［制限範囲］の設
定画面を表示します（0 69）。

M ［モニターモードの切り換え］ ボタンを押すたびに、モニターモードが切り替わります。

G ［フィルムグレイン］

ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、静止画撮影
メニューまたは動画撮影メニューの［フィルムグレイン設定］
>［フィルムグレイン］の［ON］と［OFF］を切り換えられ
ます（0 62）。

74 カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮
影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機能追加



カスタムメニュー g2［カスタムボタンの機能］>［コマンドダイヤ
ル］の［露出設定］で、動画モードの撮影モードM時のコマンド
ダイヤルの機能として、露出補正（E）と ISO感度（S）を割り
当てられるようになりました。
［露出設定］の設定画面で撮影モードMを選び、DISPボタンを
押すとメインコマンドダイヤルとサブコマンドダイヤル機能を
設定できます。
マルチセレクターの42でコマンドダイヤルを選び、13を押
して機能を割り当てます。
露出補正または ISO感度を割り当てた場合、露出補正ダイヤルま
たは ISO感度ダイヤルを Cに合わせるとコマンドダイヤルで設
定を変更できます。
コマンドダイヤルに絞り値以外の機能を割り当てた場合、絞り値
はタッチ操作で設定してください。

撮影モードM時のコマンドダイヤルに露出補正と
ISO感度の割り当てが可能

75 カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮
影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機能追加



セットアップメニュー［電子音］のメニュー
項目の変更
セットアップメニュー［電子音］のメニュー構成が変更されました。電子シャッターの音量を他の電
子音と分けて設定することができます。

項目 内容

［電子シャッター音］
［ON］に設定すると、「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影および
ピクセルシフト撮影でシャッターをきったときに電子シャッター音が鳴り
ます。

［音量］ 電子シャッター音の音量を 3段階で設定できます。

［ビープ音］

ファームウェアバージョン C:2.0x以前の［電子音設定］の機能です。［有
効］または［タッチ音無効］に設定すると、次の場合に電子音（ビープ
音）が鳴ります。
セルフタイマー作動中
インターバルタイマー撮影、タイムラプス動画撮影、およびフォーカ
スシフト撮影、ピクセルシフト撮影終了時
静止画モードでオートフォーカスのピントが合ったとき（ただし、フ
ォーカスモードが AF-Cのとき、およびカスタムメニュー a2［AF-Sモ
ード時の優先］が［レリーズ］の場合は、電子音は鳴りません）
タッチパネル操作時（ただし、［タッチ音無効］に設定している場合は
電子音は鳴りません）

［無効］に設定している場合は電子音は鳴りません。

［音量］ ビープ音の音量を 3段階で設定できます。

［音の高さ］ ビープ音の音の高さを［高音］と［低音］から選べます。

76 セットアップメニュー［電子音］のメニュー項目
の変更

-
-

-

-



次の条件を全て満たす場合、Gボタンを押してメニュー画面を表
示すると、ピクチャーコントロールをカメラに登録するかどうかを
選択する確認画面が表示されるようになりました。
カメラを Nikon Imaging Cloudに接続している
Nikon Imaging Cloudでカメラに登録するために選択したピクチ
ャーコントロールのうち、まだカメラに登録していないピクチャ
ーコントロールがある

Nikon Imaging Cloudからカメラにピクチャーコントロ
ールが送信されて読み込まれますが、カメラに登録せずに
メニュー画面に戻ります。カメラの静止画撮影メニューお
よび動画撮影メニューのタブアイコンと［ピクチャーコン
トロール］に、カメラに登録していないピクチャーコント
ロールがあることを示す通知マークが表示されます。

Nikon Imaging Cloud からピクチャーコン
トロールを登録する方法に機能追加

項目 内容

［はい］

Nikon Imaging Cloudとカメラを接続すると、Nikon Imaging Cloudからカメラにピク
チャーコントロールが送信されて読み込まれます。読み込まれた状態ではカメラには表
示されません。［はい］を選ぶとカメラに読み込まれたピクチャーコントロールが登録
され、［ピクチャーコントロール］に表示されます。

［いいえ］
手動でピクチャーコントロールをカメラに登録する場合は、静止画撮影メニューまた
は動画撮影メニューいずれかの［ピクチャーコントロール］>［クラウドピクチャー
コントロールを登録］を行ってください。
［いいえ］を選ぶと、再度メニュー画面を表示しても確認画面は表示されません。た
だし、Nikon Imaging Cloudで新たにカメラに登録するために選択したピクチャーコ
ントロールがある場合は、確認画面が表示されます。

77 Nikon Imaging Cloud からピクチャーコントロー
ルを登録する方法に機能追加



セットアップメニューに［モニター表示の自
動切り換え］が追加
セットアップメニューに［モニター表示の自動切り換え］が追加されました。
［する］に設定すると、ファームウェアバージョン C:2.0x以前と同じ動作になります。
［する（モニター収納時のみ）］に設定すると、画像モニターを収納せず開いている場合は、撮影画
面表示の自動切り換え動作を行いません。ファインダーに顔を近づけても撮影画面は表示されず、
画像モニターにのみ表示されます。

78 セットアップメニューに［モニター表示の自動切
り換え］が追加



「Wi-Fiステーションモード」および「Wi-Fiアクセスポ
イントモード」で接続するためには、対応した
SnapBridgeアプリが必要です。SnapBridgeは最新のバ
ージョンをお使いください。
カメラとスマートフォンのそれぞれで操作を行います。
SnapBridgeアプリのヘルプもあわせてご覧ください。

カメラ：ネットワークメニュー［スマートフォンと接続］>
［Wi-Fi接続（ステーションモード）］で［新規追加］を選び、
Jボタンを押す

スマートフォンとの無線接続方法として
［Wi-Fi接続（ステーションモード）］が追加
カメラとスマートフォンを無線 LANで接続する方法として、無線 LANアクセスポイントを経由する
「Wi-Fiステーションモード」が追加されました。カメラとスマートフォンを直接接続する現在の方法
は、「Wi-Fiアクセスポイントモード」に名称が変更されました。

ヒント：NX MobileAirについて
Wi-Fiステーションモードには NX MobileAirアプリも対応しています。NX MobileAirアプリとカメラ
の接続方法や操作方法については、NX MobileAirアプリのヘルプをご覧ください。

既存のネットワークに接続する（Wi-Fiステーション
モード）
ご自宅などにすでに構築されているネットワークの、無線 LANアクセスポイントを経由してカメラと
スマートフォンを接続します。カメラと無線接続中でも、スマートフォンはインターネットを使用で
きます。

D Wi-Fiステーションモードで接続する場合
ルーターを越えて別のネットワークに接続することはできません。同じネットワーク内のスマートフ
ォンとのみ接続できます。

79 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加

1



カメラ：接続設定名を入力する

変更しない場合は、そのまま Xボタンを押すと、接続方法
の設定画面が表示されます。
設定した接続設定名は、ネットワークメニュー［スマートフ
ォンと接続］>［Wi-Fi接続（ステーションモード）］に一覧
で表示されます。
接続設定名を変更するには、Jボタンを押します。

カメラ：［Wi-Fi接続先を検索］を選び、Jボタンを押す
カメラの周辺にある無線 LANアクセスポイントを検索して、検
出した接続先の SSIDを表示します。

手順 3で Xボタンを押すと、SSIDや暗号キーを入力せずに無
線 LANアクセスポイントに接続できます。接続方法を選んで
Jボタンを押してください。接続が完了したら、手順 6に進ん
でください。

D ［簡単接続］で接続する

接続方法 内容

［WPSプッシュボタン方式］

無線 LANアクセスポイントにWPSプッシュボタンがある場
合に使用できます。WPSプッシュボタンを押した後にカメラ
のJボタンを押すと、無線 LANアクセスポイントに接続でき
ます。

［WPS PINコード方式］

カメラに PINコードが表示されます。パソコンを使用して無
線 LANアクセスポイントに PINコードを入力します。無線
LANアクセスポイントに PINコードを入力する方法について
は、お使いの無線 LANアクセスポイントの使用説明書をご覧
ください。

80 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加
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カメラ：接続先の SSIDを選ぶ
接続先の SSIDを選んでJボタンを押します。
検出された SSIDの周波数帯をアイコンで確認できます。
暗号ありの SSIDには hが表示されます。暗号あり hの
SSIDを選んだ場合は、暗号キーの設定画面が表示されます。
暗号なしの接続先を選んだ場合は手順 6へお進みください。
Xボタンを押すと無線接続先を再検索します。

無線 LANアクセスポイントが SSIDを非公開に設定している場
合、検出された SSID一覧に SSID名が表示されません。

非公開の SSIDに接続したい場合、空欄になっている項目を
選択してJボタンを押してください。続いてJボタンを押
すと、SSID入力画面になります。
接続したい SSID名を入力し、Xボタンを押してください。
もう一度 Xボタンを押すと、暗号キーの設定画面が表示さ
れます。

D SSIDが非公開に設定されている場合

81 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加

4



カメラ：暗号キーを入力する

Jボタンを押して、無線 LANアクセスポイントで使用して
いる暗号キーを入力します。

無線 LANアクセスポイントの暗号キーについては、無線
LANアクセスポイントの使用説明書などをご覧ください。
Xボタンを押して、暗号キーの入力を完了します。

もう一度 Xボタンを押すと、接続を開始します。接続に成
功すると、図のような画面が数秒間表示されます。

82 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加
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カメラ：IPアドレスの設定方法を選んで設定する
IPアドレスの設定方法を選んでJボタンを押します。

カメラ：スマートフォンとのWi-Fi接続を開始する
カメラに図のような画面が表示されたら、スマートフォンで
SnapBridgeアプリを起動してください。

設定方法 内容

［自動取得］ カメラが自動で IPアドレスを取得します。IPアドレスを取得すると IPアドレ
ス設定完了画面が表示されます。

［手動設定］

IPアドレス、サブネットマスクを手動で入力します。
Jボタンを押すと、IPアドレス入力画面が表示されます。
メインコマンドダイヤルを回して、変更したい桁を選びます。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定します。
Xボタンを押すと、IPアドレス設定完了画面が表示されます。再度 Xボタ
ンを押すと、サブネットマスク入力画面が表示されます。
サブネットマスクは13を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定す
ると、IPアドレス設定完了画面が表示されます。

カメラ：IPアドレス設定完了画面が表示されたらJボタンを押す

スマートフォン：SnapBridgeアプリを起動し、 タブの ボタンをタップして［Wi-Fiステ
ーションモード接続］を選ぶ

SnapBridgeアプリをダウンロード後に初めて起動する場合は、アプリの紹介画面にある［カメ
ラと接続する］をタップします。

83 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加
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カメラ/スマートフォン：Wi-Fi接続を完了する
カメラに図のような画面が表示されたらJボタンを押して
ください。

カメラの画像モニターには接続完了のメッセージが表示され
ます。

スマートフォン：カメラ名を選ぶ

手順 8でカメラに表示されているカメラ名を選びます。

スマートフォンとカメラのWi-Fi接続が完了すると、スマートフォンにWi-Fiステーション
モード画面が表示されます。

カメラとスマートフォンのWi-Fi接続は完了しました。

接続後の操作方法などは SnapBridgeアプリのヘルプをご覧ください。

84 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加

10

11



カメラ：ネットワークメニュー［スマートフォンと接続］>
［Wi‑Fi接続（アクセスポイントモード）］で［Wi-Fi接続を開
始］を選んでJボタンを押す

SSIDとパスワードが表示されます。

スマートフォンと直接接続する（Wi-Fiアクセスポイ
ントモード）
カメラとスマートフォンを直接Wi-Fi 接続します。カメラをアクセスポイントとして使用するため、野
外など無線 LAN 環境がない場合でも無線接続ができ、複雑な設定も不要です。カメラと接続中は、ス
マートフォンはインターネットを使用できません。

スマートフォン：SnapBridgeアプリを起動し、 タブの ボタンをタップして［Wi-Fiアク
セスポイントモード接続］を選ぶ

SnapBridgeアプリをダウンロード後に初めて起動する場合は、アプリの紹介画面にある［カメ
ラと接続する］をタップします。カメラのカテゴリー選択画面が表示されたら、接続するカメ
ラのカテゴリーをタップし、次に表示される接続方法の選択画面でWi-Fi接続をタップしてくだ
さい。

カメラ/スマートフォン：カメラ操作の説明画面が表示されたら、カメラの電源を ONにする
この時点ではまだアプリの操作を行わないでください。

85 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加
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カメラの画像モニターには接続完了のメッセージが表示され
ます。

スマートフォン：アプリ画面の指示に従ってスマートフォンを操作し、Wi-Fi接続する
iOSの場合、設定アプリが表示されます。［< 設定］をタップして［設定］画面へ移動し、画
面上部の［Wi-Fi］をタップして、Wi‑Fi接続の操作を行ってください。

Wi-Fi接続画面では、手順 3でカメラに表示されている SSIDを選び、パスワードを入力して
ください。

スマートフォン：手順 4で OSの設定を完了したら、手動で SnapBridgeアプリに戻る
スマートフォンとカメラのWi-Fi接続が完了すると、スマートフォンにWi-Fiアクセスポイ
ントモード画面が表示されます。

カメラとスマートフォンのWi-Fi接続は完了しました。

接続後の操作方法などは SnapBridgeアプリのヘルプをご覧ください。

Wi-Fiステーションモード／Wi-Fiアクセスポイント
モードの解除方法
SnapBridgeアプリの タブで ボタンをタップして、Wi-Fi接続を解除してください。表示が に切
り替わったら、 ボタンをタップして［Wi-Fiステーションモードの解除］または［Wi-Fiアクセスポ
イントモードの解除］をタップします。

86 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加
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カメラ：ネットワークメニュー［USB］で［USBストリーミン
グ（UVC/UAC）］を選び、Jボタンを押す

カメラがストリーミング待機状態になり、撮影画面に配信開
始の操作をうながすメッセージとuが表示されます。
静止画/動画セレクターの設定にかかわらず、動画モードの
撮影画面が表示されます。ホワイトバランスやピクチャーコ
ントロールなどの設定は、動画モード時の設定がストリーミ
ング映像に反映されます。

ネットワークメニュー［USB］に［USBスト
リーミング（UVC/UAC）］が追加
ネットワークメニュー［USB］に［USBストリーミング（UVC/UAC）］が追加されました。付属の USB
ケーブルでカメラとパソコン/スマートフォンを接続して、カメラからの映像や音声をパソコン/スマー
トフォンのライブ配信ソフトウェアやWeb会議アプリケーションで利用することができます。

付属の USBケーブルでカメラとパソコン/スマートフォンを接続する

87 ネットワークメニュー［USB］に［USBストリー
ミング（UVC/UAC）］が追加
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カメラがストリーミングを開始し、撮影画面にwが表示
されます。

パソコン/スマートフォン：ライブ配信アプリケーションなどで配信を開始する

ストリーミング映像は、次のように出力されます。
画像サイズ/フレームレート：1080/60p、1080/30p、720/60p、720/30p（パソコン/スマ
ートフォンの機種や仕様によって、アプリケーション/ソフトウェアで選択できる設定が
異なります）
映像方式：MJPEG
音声方式：PCM、16 bit、ステレオ

D ストリーミング時のご注意
ライブ配信（ストリーミング）を行う場合は、あらかじめパソコン/スマートフォンにライブ配信ソ
フトウェアやWeb会議アプリケーションがインストールされていることを確認してください。
次のような場合は、ストリーミングは自動的に終了します。
ネットワークメニュー［USB］を［USBストリーミング（UVC/UAC）］以外に設定したとき
USBケーブルを抜いて接続を解除したとき
電源を OFFにしたとき

次の場合など、ストリーミングとは同時に使用できない機能や設定があります。
動画撮影
拡大表示
HDMI接続
ストリーミング以外のパソコン/スマートフォンとの通信（ソフトウェア NX Studioなど）
タイムラプス動画撮影
フォーカスシフト撮影

ストリーミング中でも一部のメニューは設定できますが、メニュー操作中はグレーの映像がストリ
ーミングされます。
パソコン/スマートフォンの OSや機種によっては、ストリーミングで使用するアプリケーション/ソ
フトウェア以外に、接続用のアプリケーション/ソフトウェアが必要になる場合があります。
すべてのパソコン/スマートフォンで動作することを保証するものではありません。

88 ネットワークメニュー［USB］に［USBストリー
ミング（UVC/UAC）］が追加
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ファームウェア C:3.00での主な仕様

ニコンデジタルカメラ Z f
型式

型式 レンズ交換式デジタルカメラ

レンズマウント ニコン Zマウント

使用レンズ

使用レンズ
Zマウント用 NIKKORレンズ
Fマウント用 NIKKORレンズ（マウントアダプターが必要、一部
機能制限あり）

有効画素数

有効画素数 2450万画素

撮像素子

方式 35.9×23.9 mmサイズ CMOSセンサー（フルサイズ/FXフォーマッ
ト）

総画素数 2528万画素

ダスト低減機能 イメージセンサークリーニング、イメージダストオフデータ取得
（NX Studioが必要）
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記録形式

記録画素数

撮像範囲［FX（36×24）］の場合：
6048×4032ピクセル（サイズ L：24.4 M）
4528×3024ピクセル（サイズM：13.7 M）
3024×2016ピクセル（サイズ S：6.1 M）

撮像範囲［DX（24×16）］の場合：
3984×2656ピクセル（サイズ L：10.6 M）
2976×1992ピクセル（サイズM：5.9 M）
1984×1328ピクセル（サイズ S：2.6 M）

撮像範囲［1:1（24×24）］の場合：
4032×4032ピクセル（サイズ L：16.3 M）
3024×3024ピクセル（サイズM：9.1 M）
2016×2016ピクセル（サイズ S：4.1 M）

撮像範囲［16:9（36×20）］の場合：
6048×3400ピクセル（サイズ L：20.6 M）
4528×2544ピクセル（サイズM：11.5 M）
3024×1696ピクセル（サイズ S：5.1 M）

ファイル形式（画質モード）

NEF（RAW）：RAW 14ビット（ロスレス圧縮、高効率 m、高効
率）
JPEG：JPEG-Baseline準拠、圧縮率（約）：FINE（1/4）、NORMAL
（1/8）、BASIC（1/16）サイズ優先または画質優先選択可能
HEIF：圧縮率（約）：FINE（1/4）、NORMAL（1/8）、BASIC（1/16）
サイズ優先または画質優先選択可能
NEF（RAW）+JPEG：RAWと JPEGの同時記録可能
NEF（RAW）+HEIF：RAWと HEIFの同時記録可能
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記録形式

ピクチャーコントロールシ
ステム

オート、スタンダード、ニュートラル、ビビッド、モノクローム、
フラットモノクローム、ディープトーンモノクローム、ポートレー
ト、リッチトーンポートレート、風景、フラット、Creative Picture
Control（ドリーム、モーニング、ポップ、サンデー、ソンバー、ド
ラマ、サイレンス、ブリーチ、メランコリック、ピュア、デニム、
トイ、セピア、ブルー、レッド、ピンク、チャコール、グラファイ
ト、バイナリー、カーボン）、いずれも調整可能、カスタムピクチ
ャーコントロール登録可能
静止画撮影で階調モード HLG設定時は、スタンダード、モノク
ローム、フラットのみ設定可能
NX Studioで作成したフレキシブルカラーの設定をカメラへ登
録可能

記録媒体

SDメモリーカード、SDHCメモリーカード、SDXCメモリーカード
（SDHCメモリーカード、SDXCメモリーカードは UHS-II規格に対
応）、microSDメモリーカード、microSDHCメモリーカード、およ
びmicroSDXCメモリーカード（microSDHCメモリーカード、
microSDXCメモリーカードは UHS-I規格に対応）

ダブルスロット
メモリーカードの順次記録、バックアップ記録、RAW+JPEG分割記
録、RAW+HEIF分割記録、JPEG+JPEG分割記録、HEIF+HEIF分割記
録ならびにカード間コピー可能

対応規格 DCF 2.0、Exif 2.32、MPEG-A MIAF
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ファインダー

ファインダー
電子ビューファインダー、1.27cm/0.5型 Quad-VGA OLED、約 369
万ドット、明るさ調整可能（オート、マニュアル 13段階）、カラー
カスタマイズ可能

視野率 上下左右とも約 100%（対実画面）

倍率 約 0.8倍 （50mmレンズ使用時、∞、－1.0 m－1のとき）

アイポイント 接眼レンズ最後尾から 21mm（－1.0 m－1のとき）

視度調節範囲 －4～＋ 2 m－1

アイセンサー ファインダー表示と画像モニター表示の自動切り換え

画像モニター

画像モニター
バリアングル式 8cm/3.2型 TFT液晶モニター（タッチパネル）、約
210万ドット、視野角 170°、視野率約 100%、 明るさ調整可能（マ
ニュアル 15段階）、カラーカスタマイズ可能
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シャッター

型式 電子制御上下走行式フォーカルプレーンシャッター、電子先幕シャ
ッター、電子シャッター

シャッタースピード

シャッタースピードダイヤル使用時：1/8000～4秒（1ステッ
プ）、Bulb、Time、X（フラッシュシンクロ）
メインコマンドダイヤル使用時：1/8000～30秒（1/3ステップ、
撮影モードMでは 900秒まで延長可能）、Bulb、Time、X（フラ
ッシュシンクロ）

フラッシュ同調シャッター
スピード

X=1/200秒、1/200秒以下の低速シャッタースピードで同調、オー
ト FPハイスピードシンクロ可能

レリーズ機能

レリーズモード
1コマ撮影、低速連続撮影、高速連続撮影、高速連続撮影（拡張）、
ハイスピードフレームキャプチャー +（プリキャプチャー機能あ
り）、セルフタイマー撮影

連続撮影速度※

低速連続撮影：約 1～7コマ/秒
高速連続撮影：約 7.8コマ/秒
高速連続撮影（拡張）：約 14コマ/秒
ハイスピードフレームキャプチャー +（C15）：約 15コマ/秒
ハイスピードフレームキャプチャー +（C30）：約 30コマ/秒
ニコン試験条件での最大撮影速度

セルフタイマー 作動時間：2、5、10、20秒、撮影コマ数：1～9コマ、連続撮影間
隔：最短、0.5、1、2、3秒
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露出制御

測光方式 撮像素子による TTL測光方式

測光モード

マルチパターン測光
中央部重点測光：標準（ 12mm相当）、小さめ（ 8mm相当）、
画面全体の平均に変更可能、中央部重点度約 75%
スポット測光：約 4 mm相当を測光、フォーカスポイントに連
動して測光位置可動
ハイライト重点測光

測光範囲※ －4～17 EV
ISO 100、f/2.0レンズ使用時、温度 20℃

撮影モード
b：オート、P：プログラムオート（プログラムシフト可能）、S：
シャッター優先オート、 A：絞り優先オート、M：マニュアル

露出補正 範囲：±3段（露出補正ダイヤルを Cに設定時は±5段）、補正ステ
ップ：1/3ステップ

AEロック 輝度値ロック方式

ISO感度（推奨露光指数）

ISO 100～64000（ステップ幅：1/3、1ステップに変更可能）、ISO
100に対し約 0.3、0.7、1段（ISO 50相当）の減感、ISO 64000に
対し約 0.3、0.7、 1段、1.7段（ISO 204800相当）の増感、感度自
動制御が可能
階調モード HLG設定時は、ISO 400～64000

アクティブ D-ライティング オート、より強め、強め、標準、弱め、しない

多重露出 加算、加算平均、比較明合成、比較暗合成

その他の機能 HDR合成、静止画フリッカー低減
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オートフォーカス

方式 ハイブリッド AF（位相差 AF/コントラスト AF）、AF補助光付

検出範囲※
－10～19 EV
静止画モード、シングル AFサーボ（AF-S）、ISO 100、f/1.2レン
ズ使用時、温度 20℃

レンズサーボ

オートフォーカス：シングル AFサーボ（AF-S）またはコンティ
ニュアス AFサーボ（AF-C）、フルタイム AF（AF-F）（動画モー
ドのみ）、予測駆動フォーカスあり
マニュアルフォーカス（M）：フォーカスエイド可能

フォーカスポイント※ 273点
静止画モード、撮像範囲 FX、シングルポイント AF時

AFエリアモード

ピンポイント AF（静止画モードのみ）、シングルポイント AF、ダイ
ナミック AF（S、M、L、静止画モードのみ）、ワイドエリア AF（S、
L、C1、C2）、オートエリア AF、3D-トラッキング（静止画モードの
み）、ターゲット追尾（動画モードのみ）

フォーカスロック
A（g）ボタン押し、またはシングル AFサーボ（AF‑S）時にシャ
ッターボタン半押し

手ブレ補正機能

ボディー内手ブレ補正 イメージセンサーシフト方式 5軸補正

レンズ内手ブレ補正 レンズシフト方式（VRレンズ使用時）
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フラッシュ

調光方式
TTL調光制御：i-TTL-BL調光（マルチパターン測光、中央部重点測
光またはハイライト重点測光）、スタンダード i-TTL調光（スポット
測光）可能

フラッシュモード 先幕シンクロ、スローシンクロ、後幕シンクロ、赤目軽減、赤目軽
減スローシンクロ、発光禁止

調光補正 範囲：－3～+1段、補正ステップ：1/3ステップ

レディーライト 別売スピードライト使用時に充電完了で点灯、フル発光による露出
不足警告時は点滅

アクセサリーシュー ホットシュー（ISO 518）：シンクロ接点、通信接点、セーフティー
ロック機構（ロック穴）付

ニコンクリエイティブライ
ティングシステム

i-TTL調光、光制御アドバンストワイヤレスライティング、モデリ
ング発光、FVロック、発光色温度情報伝達、オート FPハイスピー
ドシンクロ

ホワイトバランス

ホワイトバランス
オート（3種）、自然光オート、晴天、曇天、晴天日陰、電球、蛍光
灯（3種）、フラッシュ、色温度設定（2500K～10000K）、プリセッ
トマニュアル（6件登録可）、全て微調整可能

ブラケティング

ブラケティング
AE・フラッシュブラケティング、AEブラケティング、フラッシュ
ブラケティング、ホワイトバランスブラケティング、アクティブ D-
ライティングブラケティング

静止画のその他の機能

静止画のその他の機能
ヴィネットコントロール、回折補正、自動ゆがみ補正、美肌効果、
人物印象調整、フィルムグレイン、インターバルタイマー撮影、フ
ォーカスシフト撮影、ピクセルシフト撮影
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動画機能

測光方式 撮像素子による TTL測光方式

測光モード マルチパターン測光、中央部重点測光、ハイライト重点測光

記録画素数/フレームレート

3840×2160（4K UHD）：60p/50p/30p/25p/24p
1920×1080：120p/100p/60p/50p/30p/25p/24p
1920×1080 スロー：30p（4倍スロー）/25p（4倍スロー）/24p
（5倍スロー）
120p：119.88fps、100p：100fps、60p：59.94fps、50p：50fps、
30p：29.97fps、25p：25fps、24p：23.976fps

ファイル形式 MOV、MP4

映像圧縮方式 H.265/HEVC（8bit/10bit）、H.264/AVC（8bit）

音声記録方式 リニア PCM（48KHz 24bit、動画記録ファイル形式がMOVの場合）、
AAC（48KHz 16bit、動画記録ファイル形式がMP4の場合）

録音装置 内蔵ステレオマイク、外部マイク使用可能、マイク感度設定可能、
アッテネーター機能

露出補正 範囲：±3段、補正ステップ：1/3ステップ

ISO感度（推奨露光指数）

撮影モードM：ISO 100～51200（ステップ幅：1/6、1/3、1ステ
ップに変更可能）、ISO 51200に対し約 0.3、0.7、1 段、2 段（ISO
204800 相当）の増感、感度自動制御（ISO 100～Hi 2.0）が可能、
制御上限感度が設定可能
撮影モード P、S、A：感度自動制御（ISO 100～Hi 2.0）、制御上
限感度が設定可能
b：感度自動制御（ISO 100～51200）
階調モード HLG設定時は、ISO 400～51200
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動画機能

アクティブ D-ライティング より強め、強め、標準、弱め、しない

動画のその他の機能

タイムラプス動画、電子手ブレ補正、タイムコード、動画 Log（N-
Log）、HDR（HLG）動画、ウェーブフォーム表示、動画撮影中の赤
枠表示、動画記録中の拡大表示（50%、100%、200%、400％）、シ
ャッタースピード延長機能（撮影モード S、M時）、iメニュー動
画撮影情報、ハイレゾズーム

再生機能

再生機能

1コマ再生、サムネイル（約 4、9、72分割）、拡大再生、拡大再生
中のトリミング、動画再生、スライドショー、ヒストグラム表示、
ハイライト表示、撮影情報表示、位置情報表示、撮影画像の自動回
転、レーティング、フィルター再生、音声メモ入力/再生、IPTCプ
リセット添付/表示、連続撮影グループ先頭への画像送り、連続撮
影画像のグループ再生表示、動画再生時の一括フレーム保存、比較
動合成

インターフェース

USB Type-C端子（SuperSpeed USB）（標準装備された USBポートへの
接続を推奨）

HDMI出力 HDMI端子（Type D）

外部マイク入力 ステレオミニジャック（ 3.5mm）、プラグインパワーマイク対応

ヘッドホン出力 ステレオミニジャック（ 3.5 mm）
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Wi-Fi（無線 LAN）・Bluetooth

Wi-Fi

準拠規格：IEEE802.11b/g/n/a/ac
周波数範囲（中心周波数）：2412～2472 MHz（13ch）、5180～
5700 MHz
出力（EIRP）：

2.4 GHz：6.1 dBm
5 GHz：9.4 dBm

認証方式：オープンシステム、WPA2-PSK、WPA3-SAE

Bluetooth

通信方式：Bluetooth標準規格 Ver.5.0
周波数範囲（中心周波数）：

Bluetooth：2402～2480 MHz
Bluetooth Low Energy：2402～2480 MHz

出力（EIRP）：
Bluetooth：0.6 dBm
Bluetooth Low Energy：−0.9 dBm
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電源

使用電池

Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL15c※ 1個使用
EN-EL15cの代わりに EN-EL15b/EN-EL15aも使えます。ただし、
EN-EL15cを使用したときよりも撮影可能コマ数（電池寿命）が
減少します。ACアダプター EH-8Pを使用して充電する場合は、
EN-EL15c/EN‑EL15bのみ充電可能です。

ACアダプター
本体充電 ACアダプター EH-7P（別売）
ACアダプター EH-8P（付属の両端が Type-Cの USBケーブルと
組み合わせて使用）（別売）

三脚ネジ穴

三脚ネジ穴 0.635cm（1/4型、ISO 1222）
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寸法・質量

寸法（W×H×D） 約 144×103×49 mm

質量 約 710 g（バッテリーおよびメモリーカードを含む、ボディーキャ
ップ、アクセサリーシューカバーを除く）、約 630 g（本体のみ）

動作環境

温度 0℃～40℃

湿度 85％以下（結露しないこと）

仕様中のデータは特に記載のある場合を除き、CIPA（カメラ映像機器工業会）規格またはガイドラ
インに準拠しています。
仕様中のデータは、フル充電バッテリー使用時のものです。
本書では、35mm判カメラに準じた画角（フルサイズ）を「FXフォーマット」または「FX」、APS-
Cサイズに準じた画角を「DXフォーマット」または「DX」と表記しています。
カメラに表示されるサンプル画像、および本書記載の画像やイラストは、機能を説明するためのイ
メージです。
製品の外観・仕様・性能は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。本書の誤りな
どについての補償はご容赦ください。
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索引

マーク・英数字
AEブラケティング（0 9）
AE・フラッシュブラケティング（0 9）
AF/MFの被写体検出設定（0 10）
FTPサーバーと接続（0 57）
IPTCプリセット（0 40）
ISO感度簡易設定（0 24）
iメニューのカスタマイズ（0 15、0 25、
0 38、0 39）
JPEG+JPEG分割記録（0 13）
Mモード時の ISO感度（0 14）
Nikon Imaging Cloud（0 44、0 47）
N-Log（0 14）
USB（0 87）
Wi-Fiアクセスポイントモード（0 79）
Wi-Fiステーションモード（0 79）

ア
オートブラケティング（0 9）

カ
ガイドラインの種類（0 73）
カスタムボタンの機能（再生）（0 32）
カスタムボタンの機能（撮影）（0 27、0 74）
カスタムボタンの機能（0 27、0 74）
画像編集機能のカスタマイズ（0 19）
輝度情報（0 17）
距離表示単位の設定（0 42）
クラウドサービス（0 44）
クラウドピクチャーコントロール（0 11）

サ
自動連続再生の設定（0 20）
絞り開放 Lv（0 68）
ズームリング操作（PZレンズ）（0 37）
セルフタイマー（0 72）

タ
タッチ Fn（0 36）
縦横位置情報の記録（0 21、0 66）
電子音（0 76）

ハ
ハイスピードフレームキャプチャー +（0 64）
ハイレゾズーム（0 15、0 65）
パワーズームの操作設定（PZレンズ）（0 38）
半押し拡大解除（MF）（0 26）
ピクチャーコントロール（0 77）
ファームウェアバージョン（0 6、0 59）
ファインダー表示サイズ（0 43）
フィルムグレイン設定（0 62）
フォーカスピーキング（0 67）
フォーカスポイントの太さ（0 23）
フォーカスリミッター設定（0 69）
副スロットの機能（0 13）
フラッシュブラケティング（0 9）
フレキシブルカラー（0 11）
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モニター表示の自動切り換え（0 78）

ラ
レンズ情報手動設定（0 39）
露出ディレーモード（0 25）
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